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ユーザーズマニュアルの表記について
ユーザーズマニュアルでは、次の表記の決まりに基づいて説明しています。

画面について

操作手順に沿った画面にクリックするメニュー

やボタンに枠がついています。

枠や画面のマウスカーソルに引き出し線がつい

ており、操作内容が記載されています。

メモについて

	

機能を使用する上で注意しなければなら

ないことや、操作に役立つ情報を記載し

ています。

	 その昨日の関連情報の参照ページを記載

しています。

表記について

「　」	 メニュー名、右クリックメニュー、入力

情報などは「　」で囲んでいます。

［　］	 ウィンドウ名、ウィンドウ内の項目、ツー

ル名、タブ名、キー名はどは［　］で囲

んでいます。

マウスの操作について

３Ｄマイホームデザイナー LS2 では、ほとんど

の操作をマウスでおこないます。ここでマウス

の操作方法について確認しておきましょう。

クリック	 マウスの左ボタンを押してすぐには

なす操作です。

ダブルクリック
	 マウスの左ボタンを押してすぐはな

し（クリックし）、間を空けずにその

場所で同じ操作をもう１回繰り返し

ます。

右クリック
	 マウスの右ボタンを押してすぐには

なす操作です。

ドラッグ	 マウスの左ボタンを押したままマウ

スを動かす操作です。

ドラッグ＆ドロップ
	 操作対象を移動させるためにマウス

のカーソルを合わせてドラッグし、

移動先でマウスボタンをはなす（ド

ロップする）操作です。

①押す ②動かす

①押す ②動かす ③はなす
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動作環境の確認
３Ｄマイホームデザイナー LS2 をお使いいただくには、次の環境が必要となります。

ご使用になるパソコンなどの環境をご確認の上、セットアップをおこなってください。

必要な動作環境

CPU 1GHz 以上

対応 OS 日本語版オペレーションシステム　Windows Vista/XP/2000

※ Windows XP/2000 は Service Pack2 以上

※ Macintosh には非対応

※ Virtual PC などエミュレータには非対応

制限ユーザーでの使用条件

Window XP/Vista：	 管理ユーザーでインストールすれば、制限ユーザーも

使用可能

	 簡易ユーザー切替機能に対応

Windows 2000：	 Administrator 権限でインストールすれば、User 権限

でも使用可能

メモリ Windows Vista は 1GB 以上、Windows XP は 512MB 以上、 

Windows 2000 は 256MB 以上

ハードディスク 2.5GB 以上

ディスプレイ 解像度 1024 × 768 以上、65536 色（HighColor16bit）以上

グラフィックスボード DirectX モードで使用する場合は 32MB 以上のビデオメモリが必要

※	グラフィックスライブラリを「Direct3D 9.0c の機能を利用する」で使用する場

合は、DirectX 9.0c/Pixel Shader3.0 対応のグラフィックスボードが必要

周辺機器 CD-ROM ドライブ（セットアップ時）、マウス

快適にお使いいただくためのご注意

３Ｄマイホームデザイナー LS2 は、描画処理のため、多くのメモリを消費します。••

ほかのアプリケーションはできるだけ終了させてからご使用ください。

画面の色は「最高（32 ビット）」でご使用ください。••

グラフィックスライブラリは「DirectX」と「OpenGL」の２種類を用意しており、メインメニューの［グ••

ラフィックスライブラリ切替］から切り替えできます。

基本的には「DirectX」の方が高速に動作しますが、安定性や表示精度などを含めると、どちらが良いか

はコンピュータによって異なります。

ご利用のコンピュータに合った設定をお選びください。
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セットアップの準備

セットアップディスクのケースをお手元にご用意ください。••

セットアップを始める前に、ほかのすべての Windows アプリケーション（ウィルスチェックソフトやス••

クリーンセーバーなどの常駐ソフトも含む）を終了させてください。ほかのアプリケーションが起動して

いると、正しくセットアップができない場合があります。終了方法については、各アプリケーションのマ

ニュアル等を参照してください。

３Ｄマイホームデザイナーシリーズの旧バージョンをご使用の環境に、３Ｄマイホームデザイナー LS2••

をセットアップする場合は、先に旧バージョンの３Ｄマイホームデザイナーをアンインストールすること

をお勧めいたします。

セットアップ方法

1	 Windows を起動した状態で、「３Ｄマイホー

ムデザイナー LS2」のセットアップディスク

１をドライブに挿入します。

セットアップ画面が表示されます。

セットアップメニューが表示されない場合は、デスク

トップの［マイコンピュータ］をダブルクリックし、セッ

トアップディスクが挿入されているドライブをダブル

クリックしてください。

2	 セットアップメニューの［３Ｄマイホームデザ

イナー LS2］をクリックします。

旧バージョンがインストールされている場合、［お気に

入りの移行］が表示されます。移行する場合は［はい］

をクリックします。

旧バージョンのアンインストールを促すメッ

セージが表示されます。ハードディスクの空き

容量が少ない場合はアンインストールをお勧め

します。

旧バージョンをアンインストールしなくても問

題はありません。

3	 セットアッププログラムが起動したら［次へ］

をクリックします。

セットアップ
セットアップの手順と注意事項について説明します。
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4	 ［使用許諾契約］の内容をよくお読みいただき、

同意していただける場合は［はい］をクリック

します。

5	 ＣＤケースに記載の［ライセンスキー］を英数

半角で入力し、［次へ］をクリックします。

6	 インストール先を確認して［次へ］をクリック

します。

7	 設定内容を確認して［次へ］をクリックし、イ

ンストールを開始します。

途中［次のディスクを挿入］が表示されたら、

セットアップディスク２をドライブに挿入しま

す。

8	 セットアップが進み、ファイルのコピーが終わ

ると３Ｄマイホームデザイナー LS2 を起動す

るためのショートカットアイコン作成の確認が

表示されます。

作成する場合は［はい］をクリックします。

9	 ライセンス認証の案内が表示されます。

インターネットに接続されている場合は、［今

すぐライセンス認証を行う］を選択して［次へ］

をクリックし、ライセンスい認証をおこないま

す。

ライセンス認証については 25 ページ

10	 ［ユーザー登録］が表示されます。

インターネットに接続されている場合は、「登

録する」をクリックし、メガソフトホームペー

ジから登録をおこないます。

ユーザーサポートを受けられるにはユーザー登録が必

要です。

ユーザー登録は「ユーザー登録はがき」でもご

登録いただけます。

11	 ［ユーザー情報の入力］が表示されます。お使

いになる方のお名前と、法人の場合は会社名を

入力します。

12	 ［完了］をクリックしてコンピュータを再起動

します。再起動したらセットアップが完了です。
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ライセンス認証（アクティベーション）
３Ｄマイホームデザイナー LS2 では、正規ユーザー様の権利を擁護するため、ライセンス認証（アクティベー

ション）が導入されています。

ライセンス認証について

ライセンス認証とは、ソフトウェアの不正コピーを防止

し、正規に使用許可されたソフトウェアであることを確

認するためのものです。認証は短時間でおこなえ、その

際に個人情報をご提供いただく必要はありません。

また、これによりソフトウェアの利便性が損なわれるこ

とはありません。

セットアップ時、または初回起動時にライセンス認証を

促す画面が表示され、コンピュータがインターネットに

接続されている場合は、認証の手続きは自動的におこな

われます。

インターネットに接続されていない場合は、電話でメガ

ソフトからライセンス認証番号を取得します。

３Ｄマイホームデザイナー LS2 は、１ライセンスにつ

きご利用になられるコンピュータは１台です。複数のコ

ンピュータで使用される場合は、必要台数分のパッケー

ジをご購入ください。

ライセンス認証の操作

お使いのコンピュータがインターネットに接続されている場合、次のように認証がおこなわれます。

1 セットアップ時、または初回起動時にライセン

ス認証を促す画面が表示されます。

［今すぐライセンス認証を行う］を選択して［次

へ］をクリックします。

コンピュータがインターネットに接続されていない場

合は、電話でメガソフトからライセンス認証番号を入

手できます。

2 画面の指示に従って［次へ］をクリックします。

ライセンス認証が始まります。

お使いのウィルス対策ソフトやファイアウォールソフ

トなどが警告を出す場合があります。その際は、［ファ

イアウォール説明（ブロック解除）］をクリックしてブ

ロック解除の方法を確認し、接続できるように設定し

ます。

お客様

メガソフト

・ ライセンスキー
・ コンピュータを

区別する番号

ライセンスキー認証番号
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3	［次へ］をクリックします。ライセンス認証の

手続きを終了します。

セットアップ時に認証をおこなわなかった場合、一日

一回起動時に認証を促す画面が表示されます。

ライセンス認証は初回起動時から 30 日以内に

必ずおこなってください。30 日を超えると、

３Ｄマイホームデザイナー LS2 を起動できな

くなります。

アンインストール時のライセンス認証について

プログラムのアンインストール（削除）をおこなう際、インターネットに接続された環境であれば、ライセン

ス認証番号の返還（ライセンス認証の解除）が自動的におこなわれます。

一方、インターネットに接続されていない環境では、自動的にはおこなえません。できるだけ接続された環境

でアンインストールをおこなってください。

ライセンス認証ができない場合（再セットアップ時）

アンインストール時にライセンス認証番号の返還がおこなえなかった場合や、ソフトウェアをアンインストー

ルせずにフォルダごと削除したり、コンピュータを譲渡したりした場合には、再セットアップでができなくな

ります。

必ずアンインストールしてから再セットアップをおこなってください。

ライセンス認証に関するご注意

■	 ライセンス認証を受けていない状態で、インストール後 30 日を超えると、３Ｄマイホームデザイナー

LS2 を起動できなくなります。

■	 ライセンス認証とユーザー登録は異なるものです。

	 ユーザー登録カードや FAX ではライセンス認証はお受けできません。ご了承ください。

	 お電話でライセンス認証番号を取得される場合は、３Ｄマイホームデザイナー LS2 のインストールをお

こなってからお電話ください。

■	 ３Ｄマイホームデザイナー LS2 は、１ライセンスでコンピュータ１台にのみインストールできます（使

用許諾契約）。

	 次のような場合は、必ずアンインストールしてライセンス認証の解除をおこなってください。

コンピュータを買い替えるとき••
コンピュータを修理に出し、その間、別のコンピュータで３Ｄマイホームデザイナー LS2 を使用する••
とき
何らかの理由で３Ｄマイホームデザイナー LS2 を再セットアップする必要がある場合••

	 なお、コンピュータのトラブルなどで、どうしてもアンインストールできない場合には、認証窓口にお電

話ください。

■	 ハードディスクの切り替えやデュアルブートなどで、３Ｄマイホームデザイナー LS2 を２度以上セット

アップする場合も、セットアップのたびにライセンス認証が必要です。

ライセンス認証専用窓口
電話：06-6386-6153

（対応時間：9:30 ～ 11:45/13:00 ～ 17:00）※特別休業期間を除く全日
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３Ｄマイホームデザイナー LS2 を
最新の状態にする
インターネットに接続しているコンピュータで３Ｄマイホームデザイナー LS2 を使用している場合、オンラ

インアップデートで３Ｄマイホームデザイナー LS2 を最新の状態にできます。

定期的にオンラインアップデートすることで、より安定した最新のプログラムをご使用いただけます。

オンラインアップデートは２つの方法でおこないます。

オンラインアップデートのメッセージが表示されたときにおこなう。••

インターネットに接続しているコンピュータで３Ｄマイホームデザイナー LS2 を使用している場合、メ

インメニューが表示されるときにメガソフトのサーバーに接続され、自動的にプログラムが最新かどうか

の確認がおこなわれます。

最新のプログラムがある場合、オンラインアップデートの画面が表示されるので、アップデートをおこなっ

てください。

メインメニューからおこなう。••

メインメニューの［オンラインアップデート］をクリックします。オンラインアップデートの画面が表示

され、最新のプログラムがある場合はアップデートをおこなえます。

オンラインアップデートをおこなう

1	 オンラインアップデートの画面が表示されたら

［次へ］をクリックします。

アップデートをおこなう前に、すべてのアプリケーショ

ンを終了させてください。

［アップデータの設定］をクリックすると、インターネッ

トへの接続方法が設定できます。

2	 新しいアップデートプログラムがある場合、更

新プログラムが表示されるので［次へ］をクリッ

クします。
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3	 アプリケーションの終了を促すメッセージが表

示されます。すべてのアプリケーションを終了

して［次へ］をクリックします。

表示されるウィンドウの指示に従って操作しま

す。

4	「３Ｄマイホームデザイナー LS2 のアップデー

トが完了しました。」と表示されたら［閉じる］

をクリックします。
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動かしてみましょう
３Ｄマイホームデザイナー LS2 の起動方法と終了方法を説明します。

起動する

1	 デスクトップの３Ｄマイホームデザイナー LS2

の  をダブルクリックします。

2	 メインメニューから目的の作業をクリックして

起動します。

間取り画面を終了する

1	 間取り画面の「ファイル」メニューの「３Ｄマ

イホームデザイナー LS2 の終了」を選択しま

す。

または、間取り画面右上の  をクリックしま

す。

３Ｄ画面を終了する

1	 ３Ｄ画面の「ファイル」メニューの「３Ｄマイ

ホームデザイナー LS2 の終了」を選択します。

または、３Ｄ画面右上の  をクリックします。

メインメニューに戻る

1	「ファイル」メニューの「メインメニューに戻る」

を選択します。

ダブルクリック
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旧バージョンとの互換性について
旧バージョンで作成したファイルを３Ｄマイホームデザイナー LS2 で読み込んだり、３Ｄマイホームデザイ

ナー LS2 で作成したファイルを旧バージョンで読み込む場合の互換性について説明します。

マイホームデザイナーのファイルの種類

３Ｄマイホームデザイナーの旧バージョン（ＰＲＯ３、2004 以前）では、次の２種類のファイル形式があ

りました。

MWD 形式（ファイル拡張子が『*.m3d』　間取り画面で作成した情報を記録するためのファイル）••

M3D 形式（ファイル拡張子が『*.m3d』　３Ｄ画面で作成した情報を記録するためのファイル）••

３Ｄマイホームデザイナー 2005 以降では、間取り情報と３Ｄ情報が、ひとつの M3D ファイルに保存され

るように統一されています。

旧バージョンで作成したファイルを３Ｄマイホームデザイナー LS2 で開く

■M3D形式のファイル（*.m3d）
ファイルの互換性があり、問題なく開くことができます。

ただし、間取り画面から立体化すると、テクスチャや色などが変わってしまうことがあります。

また、３ＤマイホームデザイナーＰＲＯ３、2004 以前の古いパーツが使われたファイルの場合、間取り

画面では四角形の枠で表示されます。

■MWD形式のファイル（*.mwd）
ファイルの互換性があり、問題なく開くことができます。

ただし、MWD 形式のファイルには立体化に必要なテクスチャや色の情報が含まれていないため、３Ｄマ

イホームデザイナー LS2 の初期設定の内容で立体化されます。

また、３ＤマイホームデザイナーＰＲＯ３、2004 以前の古いパーツが使われたファイルの場合、間取り

画面では四角形の枠で表示されます。

３Ｄマイホームデザイナー LS2 で作成したファイルを旧バージョンで開く

３Ｄマイホームデザイナー LS2 では、新しい機能やデータが追加されているため、旧バージョンで開くこと

はサポートしておりません。

開くには以下のような制限があります。

円や半円など、四角形以外の形状の窓が正しく立体化されない場合があります。••

壁のテクスチャや色などが正しく表示されない場合があります。••

間取り画面で配置した階段のうち、４段右廻り 90 度 / ４段左廻り 90 度のＵ字階段が正しく表示されな••

い場合があります。

「折れ線軌跡入力」で作成された軌跡が正しく再生されない場合があります。••

テクスチャの半透明・反射の設定がなくなる場合があります。••

パーツの中の光源設定はなくなります。••

配置した耐力壁データはなくなります。••

旧バージョンで作成したファイルを３Ｄマイホームデザイナー LS2 で保存する

３Ｄマイホームデザイナー LS2 で保存するとすべて M3D 形式で保存され、３Ｄマイホームデザイナー••

LS2 で作成したファイルと同じ仕様になります。
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家の設計の基本となる単位と作成方法を決める

1	 メインメニューの  をクリックし

ます。

2	［新規作成（1 ／ 2）］で家の設計の基本単位を

選択し、［次へ］をクリックします。

「基本単位」は家を設計するときの基本となる寸法で、

一般的には畳の短い辺の長さを指します。

3	 ［新規作成（2 ／ 2）］で間取りの作成方法を選

択し、［次へ］をクリックします。

作成方法は以下の 3 種類から選べます。

「白紙から作る」は、白紙から自由に間取りを作成し・・

たいときに選択します。

「～見本から作る」は、見本に手を加え手軽に間取り・・

を作成するときに選択します。

「下絵を読み込む」は、基になる間取り図があるとき・・

に選択します。

下絵を読み込む方法は 37-38 ページ

 1	 間取りを作る準備
新しく間取りを作成するときは、最初に設計の基本とな

る寸法の単位と作成する方法を決めます。

①選択

③選択

②クリック

クリック

④クリック
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ライフスタイルに合った間取りサンプルを選ぶ

ライフスタイルや広さの条件に合った間取りサ

ンプルを利用して、手軽に間取りを作成できま

す。

1.	 メインメニューの［サンプルを開く］で 

 をクリックします。

2.	［広さや向きで選ぶ］または［ライフスタイ

ルで選ぶ］タブを選択します。

3.	 間取りサンプルの絞込条件を選択します。条

件に合った間取りが画面右に表示されます。

4.	 間取り図をクリックします。下のボックス

に間取りの説明が表示されます。説明をも

とに間取りを選択します。

5.	［開く］をクリックします。間取り画面が開

きます。サンプルをもとに、間取りの編集

をおこないます。

1

天井高や階高を変更する

間取りを立体化するときの天井高、階高、1 階

床高、基礎高、壁厚の設定を変更するときは、「設

定」メニューの「立体化設定（外装・内装・屋根・

階高）」を選択します。

［階高・壁厚］タブを選択し、寸法を入力して

［OK］をクリックします。

立体化後に階高・壁厚の設定を元に戻す場合は、

再び間取り画面に戻って［立体化設定（外装・内

装・屋根・階高）］で設定しなおします。

①クリック

④クリック

③クリック

間取りの説明

②寸法を入力

②選択

③選択

①選択
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 2	 敷地を作成する
敷地を作成しておくと「敷地のどこに家を建てるか」、「ど

のくらいの大きさの家が建てられるか」などを確認しな

がら間取りを作成できます。

敷地に似た形をパレットから配置する

1	 ナビの   を選択しま

す。

2	 パレットの［四角］タブを選択し、パレットで

実際の敷地に似た形をクリックして作図エリア

でクリックします。

大きさや形、位置を調整する

1	 敷地の頂点にある黄色い  （ハンドル）をド

ラッグします。頂点の位置を移動できます。

2	 敷地の内側にマウスカーソルを合わせてドラッ

グします。敷地を移動できます。

敷地を削除するときは、敷地を選択してキーボードの

［Delete］キーを押します。ツールバーの  ［削除］

をクリックしても削除できます。

②クリック

［四角］タブ

①クリック

ドラッグすると頂点が移動

ドラッグすると敷地が移動

オン
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頂点を追加／削除する

1	 敷地を選択して線の上でクリックします。頂点

が追加されます。

2	 頂点をクリックしてハンドル  の色が緑の状

態のときにキーボードの［Delete］キーを押し

ます。選択した頂点を削除できます。

画面表示の拡大／縮小やスクロールする方法は

57 ページ

建ぺい率と容積率

ナビの   を選択し、［建

ぺい率・容積率設定］のボックスに建築予定地

の［建ぺい率］と［容積率］を入力して［OK］

をクリックします。

間取り画面に［面積チェック］が表示され、作

成中の家の面積や、建ぺい率と容積率をチェッ

クしながら間取りを作成できます。

作成中の間取りの建築面積や延床面積が設定し

た値を超えて、数値が赤色で表示された場合は、

間取りを調整します。

マイホームデザイナーでは、「建築面積」は各階

を重ねて真上から見た最大面積、「延床面積」は

各階の床面積の合計を単純に計算しています。建

築基準法に基づく正確な値が表示されているわけ

ではありませんので、あくまでも目安としてご利

用ください。

選択して［Delete］キーで削除

②クリック

①入力

クリックすると頂点追加
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頂点を入力して多角形の敷地を作成する

頂点を順番にクリックして自由に多角形の敷地を作成できます。

1.	 パレットの［多角形］タブを選択します。

2.	 パレットの［多角形］ボタンをクリックし

て作図エリアで始点から順番に頂点をク

リックします。

3.	 最後に始点に戻ってクリックします。多角

形の敷地が作成できます。

敷地や頂点の移動、追加、削除の方法は
34-35 ページ

下 絵 を も と に 敷 地 を 作 成 す る 方 法 は
37-38 ページ

オン

①［多角形］タブをクリック

1,6 2 3

45

②クリック

④始点に戻ってクリック

③始点から順番にクリック
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スキャナで読み込んだ敷地図面などの画像データを下絵にして敷地を作成できます。

下絵を読み込みます
1.	 読み込む下絵を画像形式（BMP または

JPEG 形式）ファイルで用意します。

2.	 メインメニューの［新規作成］をクリックし、

［新規作成（2 ／ 2）］で［下絵データ（BMP

または JPEG 形式）を読み込む］を選択し

て［完了］をクリックします。（図 1）

3.	 用意した下絵を指定して［開く］をクリッ

クします（図 2）。間取り画面に下絵が表

示されます（図 3）。ナビの  

 を選択します。

［新規作成（2 ／ 2）］で「スキャナで下絵を読み

込む」を選択します。スキャナから直接下絵を読

み込めます。

下絵の向きや傾きを調整します
1.	 大きく回転させる場合は、「ツール」メニュー

の「下絵」から「右 90 度回転」／「左 90

度回転」を選択、または「角度指定」を選択

します。15 度単位で回転します。（図 4）

2.	 傾きを調整するときは、「ツール」メニュー

の「下絵」から「傾き補正」を選択し、水平

にしたい線の両端（図 5 の A、B）をクリッ

クします。A 点と B 点が水平になります。

下絵を拡大／縮小表示したり、スクロールす
る方法は 57 ページ

下絵を読み込んで敷地を作成する -1

図 1

図 2

図 4

図 5

図 3

①クリック ②クリック

①クリック

②選択

A

B
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下絵の寸法を補正します
1.	「ツール」メニューの「下絵」から「寸

法補正」を選択します。

2.	 寸法がわかっている線の両端（図 6 の C

点、D 点）をクリックします。［寸法補正］

に C-D 間の寸法（実寸）を入力して［OK］

をクリックします。（図 7）

下絵の位置をグリッドに合わせます
1.	「ツール」メニューの「下絵」から「位

置補正」を選択します。

2.	 グリッドと位置を揃えたい点（図 8 の E

点）をクリックし、近くのグリッドの交

点（図 8 の F 点）をクリックします。E

点と F 点が重なるように調整されます。

［多角形］入力で下絵をもとに敷地を作成します
1.	 パレットの［多角形］タブを選択します。

2.	［多角形］ボタンをクリックし、下絵を

もとに頂点を順番にクリックして敷地を

作成します。

3.	 最後に始点に戻るか、または、最後の頂

点をクリックした後で右クリックしま

す。敷地作成が完了します。

敷地を作成したら、下絵を削除します
「ツール」メニューの「下絵」から「消去」

を選択します。

下絵を読み込んだだけでは、敷地データとは

なりません。立体化する前に、敷地を作成す

る必要があります。

下絵を読み込んで敷地を作成する -2

図 6

図 7

図 8

図 9

C

D②クリック

①クリック

E

F

②クリック

①クリック
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部屋を作成する

1 ナ ビ の   を 選 択 し、

フロアタブで配置する階を選択します。

パレットから部屋の種類を選択し、作図エリア

でクリックして配置します。フロアタブを切り

替えて各階に部屋を配置します。

隙間ができないように、グリッド吸着をオンにして部

屋を配置してください。

配置した部屋を削除するときは、部屋を選択してキー

ボードの［Delete］キーを押します。ツールバーの［削

除］をクリックしても削除できます。

2 部屋の大きさは黄色のハンドル  をドラッグ

して変更します。部屋の内側をドラッグして移

動します。

ツールバーの［上の階］、［下の階］のチェックボック

スがオンのときは、上の階の間取りがピンクの線で、

下の階の間取りがグレーの線で表示されます。

部屋の説明について
パレットの部屋をクリックします。［部屋の説明］が

表示されます。［部屋の説明］はマウスカーソルが説

明ウィンドウの上にある間、開いています。マウス

カーソルが説明ウィンドウから外れると自動で閉じ

ます。

［部屋の説明］を表示しないようにするときは、

パレット左下の［部屋の説明］のチェックボックス

をクリックしてオフ にします。

 3 部屋を作成する部屋を配置して間取りを作ります。大きさを変更したり、

多角形の部屋を作成できます。家具や建具つきの部分間

取りプランも用意されています。

ハンドル

ドラッグして移動

ドラッグしてサイズ調整

②クリック①選択

クリックすると他の部屋を表示

選択

オン

③クリック

部屋の説明
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多角形の部屋を作成する

1	 パレットの［多角形］タブを選択します。	

2	［多角形］ボタンをクリックし、作図エリアで

部屋の頂点を順番にクリックします。最後に始

点に戻ってクリックします。

3	 ［部屋種類］で部屋の種類を選択して［OK］を

クリックします。

部屋を作成するときは、必ず［グリッド吸着］をオン

にしてください。オフにして部屋を作成すると部屋と

部屋の間に隙間ができます。

部屋セットを配置する

1	 パレットの［セット］タブを選択します。	

2	 タブから部屋の種類を選択します。パレットの

部屋セットをクリックして作図エリアでクリッ

クします。

部屋セットを配置した直後に、まだ部屋セットが選択

された状態のまま右クリックして方向を変更できます。	

41 ページ手順 3

部屋セットの向きや配置されている建具・家具などは、

後で変更できます。

①選択 ②クリック

⑥クリック

⑤選択

選択

④クリック

②選択

①クリック ③クリック

③始点から順番にクリック

④始点に戻ってクリック

選択
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3	 配置した直後に、部屋セットが選択されている

状態で右クリックし、「右／左 90 度回転」を

選択します。部屋セットが右／左方向に 90 度

回転します。

部屋をまとめて選択す

るときは、［選択］をク

リックして作図エリア

の何も配置していない

場所から斜めにドラッ

グします。ドラッグし

た範囲にかかる部屋や

建具、家具などがまと

めて選択されます。

グリッドの間隔や分割数を変更する

グリッド吸着がオン  になっているとき、部屋のサイズ

を調整します。ハンドルがグリッドの交点のほかにマス目の中

にある点（グリッド分割点）に吸着します。グリッドの分割数

を変更します。グリッドの1/3や1/4の分割点に吸着できます。

・	［設定］メニューの「グリッド設定」を選択します。

・	グリッド間隔やグリッド分割数を選択して［OK］をクリッ

クします。

	 グリッドの分割数は、作図エリアの上と左側にある定規の部

分（ルーラー）を右クリックしても変更できます。

・	ルーラーを右クリックします。分割数が 1/2、1/3、1/4、

1/6 の順に切り替わります。

グリッド間隔を変更しても、部屋のサイズそのものは変わりません。

畳サイズを変更する

畳数表示のための換算基準を変更できます。

・	「設定」メニューの「畳サイズ設定」を選択します。

・	モジュールの種類を選択するか、または数値を入力して［OK］

をクリックします。

畳サイズを変更しても、部屋のサイズそのものは変わりません。

ドラッグ

①ドロップダウンリストから選択

②クリック

①右クリック

選択

②選択

①右クリック

図 2

図 1
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幅木・腰壁・廻り縁を編集する

1	 配置した部屋をダブルクリックし、［部屋のプ

ロパティ］の［立体化設定］タブを選択します。

2	［幅木］／［廻り縁］／［腰壁］／［腰壁見切］

などのチェックボックスをオン  にします。

チェックをつけたものが立体化したときに自動

生成されます。

浴室・和室・床の間・仏壇・押入・物入・ポーチ・バ

ルコニー・土間以外の部屋は、高さ 100mm の幅木が

設定されています。

腰壁に変更するときは、部屋ごとに［部屋のプロパティ］

で設定してください。

床高・天井高を編集する

1	 配置したポーチ（または部屋）をダブルクリッ

クし、［部屋のプロパティ］の［立体化設定］

タブを選択します。

2	 ポーチでの場合は［床高］を入力して［OK］

をクリックします。ポーチが入力した高さにな

ります。

4	 配置した部屋の詳細を
編集する
部屋ごとに［部屋のプロパティ］で幅木・腰壁・廻り縁

などの設定や、床高・天井高の変更、間取り図での部屋

の名称の変更などができます。

選択

寸法を入力

�	床高の異なる２つのポーチを配置して階段状にした例

（わかりやすくするために、低い高さのポーチに白い

色をつけています。）

腰壁見切廻り縁

腰壁

幅木
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部屋の名称の表示位置を移動する

1	 部屋を選択します。次に、部屋の名称をクリッ

クします。（図 1）

2	 部屋の名称が四角で囲まれた状態になったら、

ドラッグして位置を調整します。（図 2）

サイズ・名称の表示／非表示を切り替える

1	 部屋をダブルクリックし、［部屋のプロパティ］

の［種類・サイズ・名称］タブを選択します。

2	［サイズ］／［名称］の［表示］をクリックし

てチェックボックスをオフ  にします。［サイ

ズ］／［名称］が非表示になります。

［種類］のプルダウンメニューで部屋の種類を選択する

と、配置した部屋の種類を変更できます。

部屋の名称を変更する

1	 部屋をダブルクリックし、［部屋のプロパティ］

の［種類・サイズ・名称］タブを選択します。

2	［名称］のボックスに名前を入力します。表示

される名前が入力した名前に変更されます。

図 1 図 2

①選択 ②クリック ③ドラッグ

［サイズ］を非表示

にした例

［名称］に入力した

室名が表示される
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部屋の色や模様を変更する

配置した部屋をダブルクリックして、［部屋のプ

ロパティ］の［色・模様］タブで、配置した部

屋の表示色や模様を変更できます。

［模様］の種類を選択し、［前景色］（模様の線の色）

と［背景色］（下地の色）をカラーパレットでク

リックして選択します。

和室をダブルクリックし、［部屋のプロパティ］

の［色・模様］タブの［畳敷き］で模様の種類

を選択します。畳の目地方向を変更できます。

色や模様の設定例

［パターン 1］の模様 ［パターン 2］の模様
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壁を削除する／開口部を作成する／壁の高さを調整する

1	 ナビの   を選択しま

す。

パレットから目的に合った壁編集ボタンをク

リックし、作図エリアで編集したい壁をクリッ

クします。

編集した壁を元に戻すには、編集した部分を選択して

キーボードの［Delete］キーを押します。

2	 壁の一部分だけを編集したい場合は、パレット

の壁編集ボタンをクリックし、作図エリアで編

集したい範囲をドラッグします。（図 1）

3	 すでに編集してある部分の範囲を変更するとき

は、　　［選択］をクリックしてから壁編集し

てある部分を選択し、ハンドルをドラッグしま

す。（図 2）

5	 壁を編集する
必要の無い壁を削除したり、壁の一部に開口部を作って

カウンターキッチンにしたり、高さを設定して手すり壁

に編集できます。

①クリック

②クリック

クリック

図 1 図 2

ドラッグ ドラッグして範囲変更

［壁削除］で玄関と廊下の壁を削除した例
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4	 編集したところをダブルクリックし、［壁編集

のプロパティ］の［開口部幅］［開口部高さ］［壁

下端からの高さ］などに寸法を入力して開口寸

法を変更できます。

壁の編集例

［壁開口］では、キッチンなどの開口

部を作成するだけでなく、［開口部高

さ］や［壁下端からの高さ］を設定し

て床の間などの下がり壁を作成できま

す。

［壁開口］で床の間に	

下がり壁を作成した例

［壁開口］でキッチン

に開口部を設けた例

［壁高さ］で階段の手す

り壁を作成した例
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四角い部屋に頂点を追加して多角形にする

1	 編集したい部屋を選択し、頂点を追加したい壁

の上で右クリックします。

右クリックメニューの「頂点の挿入」を選択し

ます。

2	 頂点が追加された部屋は「多角形の部屋」にな

ります。2 点目からは壁の上でクリックして頂

点を追加します。

頂点を削除するときは、頂点を選択（ハンドルの色が

緑色になった状態に）してキーボードの［Delete］キー

を押します。

3	 頂点をドラッグして移動して、部屋の形を整え

ます。

①選択

③選択

②右クリック

クリック

ドラッグ
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R 壁を作成する

1	 R 壁を作成する部屋を選択します。変形したい

壁の上で右クリックし、右クリックメニューの

「R 壁に変形」を選択します。

パレットの［R 壁］タブを選択すると R 壁の作成方法

が表示されます。

2	［R 壁の半径入力］に半径の寸法を入力して

［OK］をクリックします。

3	 変形させる壁の周りでマウスカーソルを動かし

ます。赤い線で表示された R の方向が変わりま

す。赤い線が R 壁を作りたい方向になったとき

にクリックして方向を決定します。

R 壁には幅の広いドアや窓は配置できません。

・	 操作を取り消して元の状態に戻したいときは、ツー

ルバーの［元に戻す］ボタンをクリックします。

・	 元に戻した操作をやり直したいときは、ツールバー

の［やり直し］ボタンをクリックします。

①選択

③選択

②右クリック

④半径を入力

⑤クリック

⑥	カーソルを動かすと

R 壁の方向が変わる

⑦	R 壁の方向を決めて

クリック
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6	 階段を配置する
階段を配置し、昇降口や手すり壁を編集して仕上げます。

配置した階段のサイズや段数、デザインなどを設定でき

ます。

階段を配置する

1	 階段を配置する場所に廊下やホールなどの部屋

を配置しておきます。

階段は、必ず廊下などの部屋の上に配置します。

2	 ナビの   を選択しま

す。

パレットから階段を選択して部屋の上でクリッ

クします。

階段の方向を調整する

1	 配置した階段を右クリックして「右／左 90 度

回転」を選択します。右／左方向に 90 度回転

します。

配置した階段を削除するときは、階段を選択してキー

ボードの［Delete］キーを押します。

部屋を配置

①クリック

②クリック

①右クリック

②選択
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部屋のサイズを調整する

1	 配置した階段を選択してキーボードのスペース

キーを押します。選択対象が切り替わって階段

を配置してる部屋が選択されます。

部屋の角のハンドルをドラッグして部屋のサイ

ズを階段に合わせます。

グリッド吸着がオンのときに部屋の角のハンドルをド

ラッグします。階段のサイズに合うように部屋のサイ

ズを調整できます。

2	 階段と隣接する部屋のサイズを調整して部屋と

部屋が重ならないように間取りを作成します。

3	 フロアタブを［2 階］に切り替えます。階段の

上に自動で配置された吹抜とほかの部屋が重な

らないように 2 階の間取りを調整します。

階段の上には自動で吹抜が作成されます。吹抜に部屋

が重なっていると、階段がふさがってしまいます。

階段に壁が必要な場合

配置した階段を立体化した場合、階段の側面に

は壁がなく、下に空間ができます。

階段の側面に壁が必要な場合、または階段の下

にトイレや収納が必要な場合は、階段と同じ大

きさの部屋を配置します。

ドラッグしてサイズ変更

階段の上に自動配置された吹抜

１階

１階

２階

階段の下に空間ができる 階段の下を収納にした場合
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登り口／降り口の壁を削除する・手すり壁を作成する

1	 ナビの   を選択しま

す。

2	 パレットの  ［壁削除］をクリックし、階段

の登り口の壁をクリックします。壁の一部だけ

を削除するときはドラッグして範囲を指定しま

す。

3	 フロアタブで［2 階］を選択し、階段の降り口

の壁を削除します。

4	 パレットの  ［壁高さ］をクリックし、手す

り壁にする壁をクリックします。壁の一部だけ

を編集するときはドラッグして範囲を指定しま

す。

階段の設定を変更する

配置した階段をダブルクリックし、

［階段のプロパティ］で階段の段数

や登る方向を設定できます。

［詳細設定］をクリックして階段の

段幅、踏面や踊り場の奥行きなど

の詳細を設定できます。

［デザイン変更］をクリックして階

段のデザインを変更できます。

階段のデザインを変更する方

法は 52 ページ

②ドラッグ

①クリック

①クリック

段数の設定 踏面のサイズや蹴込み

などの詳細設定

回転

表示方法の切り替え

階段の降り口の壁も削除

②クリック
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［階段のプロパティ］で階段に手すりバーをつけたり、フレームやパネルを取り付けるなど、

デザインを変更できます。

1.	 配置した階段をダブルクリック

し、［階段のプロパティ］の［デ

ザイン変更］をクリックします。

2.	［階段デザイン変更］の［手すり

バー］で［右／左につける］の

チェックボックスをオン  にし

ます。手すりバーがつきます。手

すりバーの高さを変更するときは

［高さ］のボックスに高さを入力

します。

3.	 デザインの一覧でデザインを選択

します。フレームやパネル、蹴込

み板の有無を選択できます。

4.	 間取りを立体化して 3D 画面で階

段のデザインの変更結果を確認で

きます。

3D 画面で確認した後で階段のデザイ

ンを変更するときは、間取り画面に

戻って設定しなおしてください。

階段のデザインを変更する

クリック

手すりバーの設定

デザインの設定

階段のデザインをフレー

ム・パネルあり・蹴込み

ありに設定した例

階段の右に手すりバーを

つける設定にした例
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7	 柱や梁を配置する柱や梁を配置します。柱の高さは自動で天井の高さに設

定されています。柱や梁のサイズは、配置後に寸法指定

して変更できます。

柱を配置する

1	 ナビの   を選択します。

パレットの［四角柱］または［円柱］をクリッ

クし、作図エリアでクリックします。

配置した柱を削除するには、柱を選択してキーボード

の［Delete］キーを押します。

2	 配置した柱をダブルクリックします。	

3	 ［柱のプロパティ］に柱の寸法を入力して［OK］

をクリックします。ドラッグして柱の位置を調

整します。

柱の高さは、床から天井までの高さに自動設定されて

います。任意の高さに設定するときは、［柱のプロパ

ティ］の［高さ設定方法］で［手動（下端と上端を指定）］

を選択し、寸法を入力します。

①クリック

③ダブルクリック

②クリック

④柱の太さを入力

⑤クリック
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梁を配置する

1	 ナビの   を選択します。

パレットの［梁］をクリックし、作図エリアで

クリックします。

2	 配置した梁をドラッグして位置を調整します。

黄色のハンドルをドラッグしてサイズを調整で

きます。

3	 配置した梁をダブルクリックして［梁のプロパ

ティ］に梁の寸法を入力して［OK］をクリッ

クします。

ナビを切り替えると、梁は非表示になります。

柱を利用して袖壁を作成する

［四角柱］を配置してダブルクリックし、［柱

のプロパティ］で壁の幅と長さの寸法を入

力します。袖壁として利用できます。

柱を利用して袖壁にすると基礎も自動で作

成されるので、エントランスなどで使用す

ると、外壁と同じような見た目に仕上がり

ます。

④ダブルクリック ③ドラッグして長さ調整

⑧ドラッグして位置調整

壁のサイズを入力

⑦クリック

⑤	真上から見た

サイズを入力

⑥高さを入力

②クリック

①クリック
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ドアを配置する

1	 ナビの   を選択します。

ドアの種類のタブを選択し、サブメニューでド

アの分類を選択します。

2	 パレットからドアを選択し、ドアを配置する壁

をクリックして配置します。

パレットのパーツをクリックすると［詳細ウィンドウ］

が表示されます。［詳細ウィンドウ］はマウスカーソル

がウィンドウから外れると自動で閉じます。

詳細ウィンドウを表示しないようにする方法は
66 ページ

3	 マウスカーソルを動かしてドアの開閉方向が目

的の方向（赤い線で表示）になったらクリック

します。

配置したドア／窓を削除するには、削除したいドア／

窓を選択してキーボードの［Delete］キーを押します。

8	 ドアや窓を配置するドアや窓は、デザインを検討しながら個別に配置します。

建具は開閉方向やサイズを変更したり、後で他のデザイ

ンの建具に入替えることもできます。

選択

④クリック

③クリック

⑤クリック

①クリック

②選択
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窓を配置する

1	 ナビの   を選択します。

窓の種類のタブを選択し、サブメニューで窓の

分類を選択します。

2	 パレットから窓をクリックし、窓を配置する壁

をクリックして配置します。

マウスカーソルを動かしてドアの開閉方向が目

的の方向（赤い線で表示）になったらクリック

します。

配置した窓／ドアの開閉方向を変更するときは、変更

する窓／ドアを選択し、もう一度クリックします。マ

ウスカーソルを動かしてドアの開閉方向を決定します。

3	 窓／ドアの位置を調整するときは、窓／ドアを

選択してドラッグします。

位置を微調整するときは、［グリッド吸着］を

オフ  にしてからドラッグします。

配置したドア・窓のデザインや配置高さを変更する

ドアや窓の配置高さとサイズは自動設定されています。配置高••

さやサイズを変更するときは、配置したドア／窓をダブルク

リックして［ドア／窓プロパティ］でサイズや位置を設定しま

す。

配置したドアや窓のデザインを変更するときは、［ドア／窓プ••

ロパティ］でドア／窓形状を選択し、一覧からデザインを選択

します。入替えた建具は、はじめに配置してあった建具と同じ

サイズで配置されます。新しく変更した建具のオリジナルのサ

イズにするときは［元のサイズに戻す］をクリックします。

③クリック

選択

①選択

④クリック

ドラッグして

位置調整

②クリック
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間取りの拡大／縮小表示
・	 部屋や建具を選択して  ［全体表示］をクリックします。選択した部屋や建具が作図エリ

アに全体表示されます。何も選択していない状態で  ［全体表示］をクリックした場合は、

間取り全体が表示されます。

・	 ［拡大］をクリックし、拡大表示したい範囲をドラッグして拡大表示します（図 1）。

・	 ［縮小］をクリックし、作図エリアでクリックします。クリックした位置を中心に縮小

表示されます。

作図エリアでマウスのホイールを前方向に回転します。マウスカーソルの位置を中心に間取り

が拡大表示されます（図 2）。ホイールを後ろ方向に回転します。マウスカーソルの位置を中

心に縮小表示されます（図 3）。

間取りのスクロール
・	 作図エリアの右端にあるスクロールボタンの［▲］や［▼］をクリックしたり、つまみをドラッ

グして画面をスクロールします。

・	 マウスのホイールを押しながらドラッグしても、画面をスクロールできます。

※	マウスの種類や設定によっては、拡大／縮小表示およびスクロールできないものがあり

ます。

間取りの拡大／縮小表示と画面スクロール

ドラッグ

ホイール

ドラッグした範囲が拡大表示される

マウスのホイールを後ろ方向に回転させる マウスのホイールを前方向に回転させる

マウスのホイールを押しながらドラッグ

ドラッグ

図 1

図 2 図 3
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システムキッチンやシステムバスなどの住宅設備を配置する

1	 ナビの   を選択し、フ

ロアタブで配置する階を選択します。

パレットから配置したいキッチンを選択し、作

図エリアでクリックして配置します。

配置したパーツを削除するには、削除するパーツを選

択してキーボードの［Delete］キーを押します。

2	 パーツを選択し、水色のハンドルをドラッグし

ます。15 度単位でパーツが回転します。

3	 パーツを右クリックして「右／左 90 度回転」

を選択します。パーツが右／左方向に 90 度回

転します。

9	 システムキッチンや家具を配置する
キッチン・トイレなどの設備や、ソファ・ベッドなどの

家具、門扉・樹木などのエクステリアなどを間取りに配

置します。間取りを立体化すると、配置した家具なども

立体化されます。

選択

②クリック

①選択

③クリック

①右クリック

②選択

ドラッグ
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配置位置を調整する

1	 パーツをドラッグして位置を移動します。	

配置位置を微調整するときは、グリッド吸着をオフに

します。

2	 パーツを右クリックして「壁や他の物に沿わせ

る」から「下へ」を選択します。間取りでパー

ツの下方向にある壁や他のパーツに沿って配置

されます。

配置したパーツを壁にピッタリと配置したいときに「壁

や物に添わせる」機能を利用すると便利です。

3	 システムバスを配置して右クリックし、「サイ

ズを部屋の内法に合わせる」を選択します。部

屋の内側の寸法に合うようにパーツのサイズが

調整されます。

ドラッグして位置調整

①クリック

③選択

②右クリック

①選択 ②右クリック

③選択

ユニットバスが部屋の内法に

ぴったりのサイズになる
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家具を配置する

1	 ナビの   を選択し、フ

ロアタブで家具を配置するフロアを選択しま

す。

2	 パレットから家具を選択し、作図エリアでク

リックして配置します。

3	 配置した家具をドラッグして位置や角度を調整

します。

パレットの使い方は 66 ページ

複数のパーツを選択する

机と椅子など、複数のパーツをまとめて選択して移動

させたり、90 度回転させることができます。

キーボードの［Shift］キーを押したまま選択したい

パーツを順にクリックします。

複数のパーツを選択した状態でドラッグしてまとめて

移動できます。

複数のパーツを選択した状態で、右クリックして「右

／左 90 度回転」を選択します。右／左方向に 90 度

回転します。

キーボードでパーツの位置を調整する

パーツを選択した状態でキーボードの［↑］［↓］［←］［→］のキーを押します。パーツが 100mm ず

つ矢印の方向に移動します。

パーツを選択した状態でキーボードの［Ctrl］と［←］または［→］のキーを同時に押します。パーツ

が左／右方向に 15 度ずつパーツが回転します。

選択

②クリック

①選択

［Shift］キーを押したままクリック

③クリック
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パーツのサイズを変更する

配置したパーツをダブルクリックして

［パーツのプロパティ］で寸法を入力しま

す。パーツのサイズを変更できます。

パーツのサイズは、立体化後に 3D 画面

でも変更できます。

配置した家具の重なりを調整する

椅子と机など、パーツが重なって配置さ

れているときに、パーツの重なりの順序

を変更できます。

パーツを右クリックして「順序」を選択し、

そのパーツを表示したい順序を選択しま

す。

［最前面へ］を選択します。そのパーツが

一番手前に表示されます。

②右クリック①選択

③選択

座椅子が机より前面に表示

されている

机の順序を最前面にしたので

椅子より前面に表示される

パーツのサイズ
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カーテンを配置する

1	 ナビの   を選択しま

す。

フロアタブでカーテンを配置するフロアを選択

します。

2	 パレットの［カーテン・ラグ］タブからカーテ

ンを選択して窓の内側でクリックします。

3	 カーテンが配置され、窓のサイズに合わせて方

向やサイズ、配置位置が自動で調整されます。

配置したカーテンを削除するときは、カーテンを選択

してキーボードの［Delete］キーを押します。

窓の開閉方向とカーテンの取り付け位置について

カーテンの取り付け位置は、窓を配置するときに設定

する内側／外側の設定を基準にして窓の内側に自動配

置されます。

カーテンを配置するときに、窓の外側や窓から離れた

場所でクリックした場合、［パーツ配置高さ］の設定

ウィンドウが表示されます。その場合は［キャンセル］

をクリックしてから配置したカーテンを削除して配置

しなおしてください。

①クリック

②窓の内側でクリック

サイズや方向が自動で

調整される
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門扉や樹木、車などを配置する

1	 ナビの   を選択します。

2	 パレットからエクステリアパーツを選択し、作

図エリアでクリックして配置します。

配置したパーツをドラッグして位置や方向を調

整します。

コンセントやスイッチなどの設備記号を配置する

1	 ナビの   を選択します。

2	 パレットから記号を選択し、作図エリアでク

リックして配置します。

配置した記号をドラッグして位置や方向を調整

します。

設備記号は間取り画面でのみ表示されます。3D 画面

には反映されません。

間取り画面の表示内容を切り替える

間取り画面は［住宅設備］［天井］［設備記号］［エクステリア］［家具］［小物］［文字］［付箋］の分類

ごとに表示／非表示の切替ができます。

ツールバーのチェックボックスをオン  にします。その分類のパーツや記号が表示され、オフ  に

すると非表示になります。

［上の階］［下の階］のチェックボックスのオン／オフを切り替えます。上の階の間取りと下の階の間取

りを表すピンクとグレーの線の表示／非表示が切り替わります。

選択

②クリック
①選択

③クリック

②クリック ①選択

③クリック
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照明器具を一括配置する

1	 ナビの   を選択します。

2	 パレットの［各部屋に一括配置］をクリックし

ます。間取りの各部屋に自動で照明器具が配置

されます。

照明器具を個別に配置する

1	 ナビの   を選択し、フ

ロアタブで照明器具を配置する階を選択しま

す。

2	 パレットから照明を選択し、作図エリアでク

リックして配置します。

配置したパーツをドラッグして位置や方向を調

整します。

照明器具の一括配置を実行すると、それ以前に配置し

た照明器具はすべて消去されます。

一括配置を利用するときは、照明器具の追加や入替え

は一括配置後におこなってください。

選択

②クリック

①選択

③クリック

クリック
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アイコン付の付箋メモを間取りに貼ることができます。付箋メモはツールバーの文字・付箋の

表示切替で表示／非表示を切り替えます。

1.	 間取り画面でツールバーの  ［付箋

入力］をクリックします。

2.	［付箋のプロパティ］でアイコン

を選択し、アイコンの位置とサイ

ズを選択します。［メモ］のボッ

クスにメモを入力し、付箋の色や

模様を選択します。

3.	 文字の色やサイズを変更するとき

は［フォント］をクリックし、［文

字フォント設定］でサイズや色を

選択して［OK］をクリックします。

4.	 間取りの上でクリックして付箋を

配置します。

	 配置した付箋をダブルクリックし

ます。付箋の内容を変更できます。

付箋を非表示にするときは、ツール

バーの［文字・付箋の表示切替］の

チェックボックスをオフ  にしま

す。

配置した付箋を削除するときは、削

除する付箋を選択してキーボードの

［Delete］キーを押します。

付箋メモを貼る

⑥クリック

①クリック

③メモを入力

④付箋の色を選択

②アイコンのサイズと位置を選択

⑤クリック
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パーツを選ぶ

1	 ナビの  、  、  

などを選択します。パーツパレットが表示され

ます。

2	 パレットのタブをクリックします。サブメ

ニューで［小分類］のメニューが表示されます。

小分類の種類をクリックします。選択した分類

のパーツがパレットに表示されます。「すべて」

を選択します。選択したタブのすべてのパーツ

が表示されます。

3	 パレットのサムネイルをクリックします。［詳

細ウィンドウ］が表示され、パーツのメーカー

やデザインの詳細を確認できます。

［詳細ウィンドウ］を表示しないようにするに

は、パレットの左部にある［詳細ウィンドウ］

のチェックボックスをオフ  にします。

10	 建具・家具パレットを使いこなす

小分類リスト

パレットタブパレット

サムネイル：	クリックすると［詳細ウィンドウ］

が表示される
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配置したパーツの履歴を見る

1	 ［履歴］タブを選択します。最近使用したパー

ツが 30 個表示されます。古いパーツは記録さ

れた順に自動で削除されます。

よく使うパーツを［お気に入り］タブにコピーする

1	 パレットで、登録したいパーツを右クリックし、

リストから「他の分類にコピー」を選択します。

2	［パーツを他の分類へコピー］の［大分類］で「お

気に入り」を選択して［コピー］をクリックし

ます。［お気に入り］タブにコピーされます。

スタイルで分類されたパーツを表示する

1	 パレット左のプルダウンメニューの  をク

リックし（図 1）、リストからスタイルを選択

します（図 2)。

2	 選択したイメージのパーツだけがパレットに表

示されます。

インテリアの好みを登録してある場合は、プルダウン

メニューで名前を選択します。おすすめのパーツがパ

レットに表示されます。

インテリアの好みを登録する方法は 68 ページ

パレット左の［人気順に並べる］のチェックボックス

をオンにします。メガソフトが保有しているパーツの

利用状況の統計データをもとに、人気の高いものから

順に表示されます。

図 1

  をクリックしたり▼▲をクリックすると、

隠れているタブやパーツが表示される

①右クリック

②選択

③選択

④クリック

図 2

②選択

①クリック
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インテリアの好みを登録する

豊富なパーツやテクスチャを効率よく利用できるように、登録者の嗜好に合わせてパーツやテクスチャ

を表示させる機能があります。

この機能を利用するときは、事前に家に住む人の好みを登録しておきます。登録した内容からその人の

好みの傾向を分析し、その結果に合わせてパレットの表示が変わります。

1.	 ３Ｄ画面でナビの   

を選択します。

2.	 パレットの［インテリアの好みを登録］を

クリックします。

間取りや 3D 画面のパレットの左部のプルダウ

ンメニューで「1 人追加」を選択しても登録を

開始できます。

3.	 設定画面の 2 ページ目で［追加］をクリッ

クします。

4.	 次の画面のボックスに名前を入力します。

この名前はパレットで誰の好みに合わせる

のか選択するために使われます。

5.	 画面の質問項目にしたがって好きな言葉を

選択し、［次へ］をクリックします。登録者

におすすめのインテリアのイメージスタイ

ルが表示されます。

パーツやテクスチャ、色などを選ぶときにこれ

を参考にできます。

6.	［OK］をクリックします。インテリアの好

みの登録が終了します。

外装・内装を住む人の好みに合ったスタイルに

一括変更することもできます。

好みのスタイルに一括変更する方法は 88
ページ

クリック

言葉を選択

名前を入力

クリック

クリック
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パーツを検索する

1	 パレットの  をクリックします。

2	［パーツ検索］にキーワードや型番を入力しま

す。［インターネットから検索する］のチェッ

クボックスをオン  にした場合、インター

ネットに接続してマイホームデザイナーの

「データセンター」からも同時に検索できます。

3	 ［検索］をクリックします。検索結果は［検索

結果］タブに表示されます。［インターネット

検索］タブには「データセンター」から検出し

たパーツが表示されます。

［検索結果］や［インターネット検索］タブのパーツは、

ほかのタブのパーツと同様に間取りに配置できます。

［インターネット検索］タブから配置したパーツは、デー

タセンターからダウンロードされて［お気に入り］タ

ブに登録されます。

パーツをダウンロードする

1	 パレットの  をクリックします。Web ブ

ラウザが起動して「データセンター」のページ

が開きます。

2	「データセンター」の検索画面で種類や分類項

目を選択します。検索されたパーツが表示され

ます。

3	 検索結果に表示されたパーツの画像を作図エリ

アまたはパレットにドラッグします。ダウン

ロードを確認するウィンドウで［OK］をクリッ

クするとダウンロードを開始します。

ダウンロードしたパーツは、ナビで［家具］を選択し

ている場合は［家具］パレット、［住宅設備］を選択し

ている場合は［住宅設備］パレットの［お気に入り］

タブに自動登録されます。ダウンロードしたパーツは

間取り画面、3D 画面のどちらでも利用できます。

ダウンロードしたパーツにはシンボルが設定されてい

ないパーツがあります。シンボルが設定されていない

パーツを配置すると四角形のみの表示となります。こ

のようなパーツは、立体化後に 3D 画面で配置してく

ださい。

「データセンター」のご利用には、会員登録が必要です。

個人会員はパソコン 1 台、法人会員は 2 台まで同時に

「データセンター」をご利用いただけます。

会員登録は、ひとつのライセンスキーに対して 1 回の

みおこなえます。

①クリック

ドラッグ

②クリック

③検索されたパーツが表示される
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パレットの自動アップデートについて

３Ｄマイホームデザイナー LS2 をお買い求めいただいたユーザー様には、メガソフトホーム

ページで公開されている住宅素材ダウンロードサイト「データセンター」を６ヶ月間無料でご

利用いただけます。

インターネットに接続していれば、データセンターから新作家具や建材のパーツ、壁紙などの

テクスチャが自動的にパレットに追加されます。

データセンターから自動的にパーツやテクスチャを追加するには、データセンターへの会員登録が必

要です。

新着の住宅素材があれば、３Ｄマイホームデザイナー LS2 を起動した際に、メインメニュー

とは別に更新情報のメッセージが表示されます。

1.	 ［メガソフト　パーツ更新ツール］の 

 をクリックします。

2.	 データセンターへのログイン画面が表示

されるので、データセンターご登録時の

メールアドレスとパスワードを入力し、

 をクリックします。

ログイン後、データセンターから住宅素

材のダウンロードが始まります。

しばらくするとダウンロード中の画面が

最小化され、テスクバーにダウンロード

中を表すアイコン  が表示されます。

ダウンロード終了後、最小化されたダウ

ンロード画面が閉じ、ダウンロード中を

表すアイコンも消えます。

ダウンロード中でも、メインメニューの各ボタ

ンをクリックしてマイホームデザイナーで作業

できます。

クリック

②クリック

①入力

3DMHLS2-1-2.indd   70 2007/12/05   8:34:54



71

10

第
１
章

建
具
・
家
具
パ
レ
ッ
ト
を
使
い
こ
な
す

パーツやテクスチャの製品名、品番、金額などについて

マイホームデザイナーには、大手有名メーカーの実在する製品データを多数含む約 3200 点

の３Ｄパーツ、約 1800 点のテクスチャが収録されています。

これらのパーツやテクスチャには、製品の名称、品番、金額といった属性情報（※１）がデータ

内に登録されています。

パーツやテクスチャのプロパティで属性情報を確認したり、製品情報のホームページを参照し

たりできます。また、属性情報はパレットに並んでいるパーツやテクスチャを選択することに

よって、詳細ウィンドウや画面最下段のステータスバーにも表示されます。

テクスチャには「MTB ファイル形式（※２）」を採用しており、属性情報のほかに、テクスチャ

を貼り付ける際の最適なサイズ情報もデータ内に登録されています。

これにより、テクスチャを貼る壁や床などをクリックするだけで、最適なサイズに貼り付けら

れるようになっています。

※１	 メーカーの製品は改廃される可能性があります。詳しくはユーザーズマニュアル（本書）
巻末の「収録素材データご使用上の注意」をご覧ください。

※２	 MTB 形式テクスチャはマイホームデザイナーオリジナルのファイル形式で、バンプ

マッピング（表面の凹凸を疑似的に表現し質感を与える技法）の度合いや、透明度や

反射率が設定されているテクスチャもあります。

マイホームデザイナーでは「高画質出力」時にバンプマッピング・透明度・反射率の

効果が反映されます。

パレットに並んでいるパーツやテクスチャの上に表示されるファイル名には、メーカー名を識

別する記号がファイル名の先頭に付加されています。

記号 メーカー名 記号 メーカー名 記号 メーカー名
DK 大建工業 MD 松下電工 SY ソニースタイル

EL エレコム MG 村田合同 TK タカラスタンダード

HK 日比谷花壇 MN マルニ木工 TL 東リ

IX ＩＮＡＸ NH ニチハ TM 天童木工

KD クボタ松下電工外装 PI パイオニア TT ＴＯＴＯ

KM カリモク家具 SE 住江織物 TX 東洋エクステリア

KS 川島織物セルコン SG サンゲツ YA ＹＫＫＡＰ

KW 柏木工 SN 新日軽 YL ヤマハリビングテック

KY コクヨファニチャー ST 三協立山アルミ

LY リリカラ SW サンウェーブ
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建築費を概算する／収納スペースを診断する

1	 ナビの   を選択します。

建築費の単価を入力すると建築費が算出されま

す。

［建築費概算］機能は、あくまでも目安としてご利用く

ださい。

地域ごとの建築費単価を参照したいときは［都道府県

別・工法別建築工事費相場を参照］ボタンをクリック

します。

2	 ナビの   を選択します。

収納スペース診断結果が表示されます。

収納スペースとは、部屋の「押入」「クロゼット」「物入」

「納戸」を指します。

チェック結果を印刷する

1	 ナビの   を選択します。

2	［診断結果の印刷］の［印刷対象］で、印刷し

たい診断結果のチェックボックスをオン  に

して［OK］をクリックします。

印刷されるチェック結果は「その時点での」チェック

結果となります。診断後に間取りを変更して［結果を

印刷］すると、印刷されるのは変更後の間取りの診断

結果になります。

11	 間取りをチェックする完成した間取りは「建築費概算」「収納スペース診断」の

2 つの機能でチェックできます。

①選択 ②クリック
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屋根の種類を選択する

1	 ナビの   を選択しま

す。

2	 パレットの［自動生成］をクリックして屋根の

種類を選択します。

・	 屋根は作図エリアに青い線で表示されます。

・	 フロアタブで表示したい階を選択すると、各階に生

成された屋根が表示されます。

12	 屋根を作成するパレットから屋根の種類を選択するだけで、自動的に屋

根が生成されます。また、自動生成された屋根の軒の方

向を部分的に変更できます。

②選択①クリック
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軒の方向を切り替える

1	 ナビの   を選択しま

す。パレットの［自動生成］をクリックし、基

本となる屋根の種類を選択します。

2	 パレットの［編集］をクリックします。パレッ

トが切り替わったら［軒設定］をクリックし、

屋根の  「地面に平行な軒」と 「地面に対

して勾配を持った軒」をクリックして切り替え

ます。

屋根の形状の表示方法について

 で表示されている軒は、立体化したときに地面

に平行に作成されます。

 で表示されている軒は、立体化したときに地面

に対して勾配を持った軒に作成されます。

②選択

③クリック ④クリック

選択

⑥クリック

⑤クリック

　地面に平行な軒 　地面に対して勾配を持った軒

①クリック
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3	 ほかの階にも屋根が生成されている場合は、フ

ロアタブで表示する階を切り替えて［軒設定］

をクリックし、屋根の  「地面に平行な軒」と

 「地面に対して勾配を持った軒」をクリック

して切り替えます。

編集が終了したら［設定終了］をクリックしま

す。

----- ここから p74

①クリック

選択

③クリック

②クリック
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ポーチやバルコニーに屋根をつける
ポーチやバルコニーには、屋根がつかない設定に

なっています。

屋根をつける場合は、ポーチ／バルコニーをダブル

クリックして［部屋のプロパティ］の［立体化設定］

タブを選択します。

［屋根をつける］のチェックボックスをオン  に

します。屋根が自動生成されます。

屋根の詳細を設定する
屋根の形状の変更は、間取り画面でおこないます。

間取り画面の「設定」メニューから「立体化設定（外

装・内装・屋根・階高）」を選択し、［屋根］タブを

選択します。

［屋根勾配］［軒の出］［軒天厚］の変更は、それぞ

れのボックスに寸法を入力します。

［軒天井］の形状は下の 3 種類から選択できます。

特に設定していない場合は「勾配軒天」で立体化さ

れます。

屋根の形状で［陸屋根］を選択している場合は、［パ

ラペット］の［立上り］［立下り］の寸法を変更で

きます。

選択

クリック

何も設定しない場合は、バルコニーには

屋根は作成されない

バルコニーに屋根をつけた例

「通常」に設定した軒天井の例 「勾配軒天」に設定した軒天井の例 「水平軒天」に設定した軒天井の例
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構造についての基礎を学ぶ

1	 ナビの   を選択します。

2	 パレットの  をクリックします。

タイトルをクリックして構造について学習でき

ます。

耐力壁を配置する

1	 パレットの耐力壁をクリックし、間取りで配置

する壁をクリックします。各階に耐力壁を配置

します。

耐力壁を削除するには、削除する耐力壁を選択してキー

ボードの［Delete］キーを押します。

階段などと重なってうまく耐力壁を選択できないとき

は、耐力壁の上でクリックしてキーボードのスペース

キーを押します。選択対象が順番に切り替わります。

13	 構造をチェックする耐力壁、荷重、バランスのチェックを行い、問題点をみ

つけて解決策をアドバイスする機能です。耐力壁を配置

して、簡易構造診断をおこないます。

選択

②クリック

①クリック

クリック
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簡易構造診断をおこなう

1	 すべての階に耐力壁を配置したら、パレットの 

 をクリックします。

［簡易構造診断］の画面が表示されたら、内容

を確認して［次へ］をクリックします。

［詳細設定］をクリックしてチェックの詳細を設定でき

ます。

詳細を設定して［次へ］をクリックします。手順 2 の

地域を選択する画面になります。

2	 家を建築する地域を選択し、［次へ］をクリッ

クします。

3	 診断結果が表示されます。表示された内容を参

考にし、耐力壁の配置位置や間取りを変更して

再度構造チェックをおこないます。

耐力壁の配置数が多ければ安全というわけではありま

せん。バランスよく配置すると安全な構造になります。

あくまでも簡易チェックですので、本格的な計算は専

門家にご相談ください。

クリック
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間取りを保存する

1	 ツールバーの ［保存］をクリックします。

2	［名前をつけて保存］でファイルの保存場所を

選択し、間取りの名前を入力します。［コメント］

には、間取りに関するメモを入力します。

3	 ［保存］をクリックします。

別の名前で保存するときは、「ファイル」メニューの「名

前をつけて保存」を選択し、別の名前を入力して保存

します。

間取りを画像ファイルとして保存する

1	 ツールバーの表示切替で表示する内容を選択

し、間取りを画像ファイルとして保存したい状

態に整えます。

2	「ファイル」メニューの「イメージ保存」を選

択し、［イメージ保存］でファイルの保存場所

を選択して画像の名前を入力します。

3	 ファイルの種類、画像のサイズを選択して［保

存］をクリックします。

保存できるファイル形式は「*.bmp」、「*.jpg」、「*.emf」

です。

14	 間取りを保存／印刷する作成した間取りは M3D（*.m3d）や画像ファイルとし

て保存できます。また、間取りに配置された家具や設備、

エクステリア、設備記号などの表示項目を選択して印刷

できます。

③クリック②名前を入力

②名前を入力

③選択

④選択

①保存先を選択

①保存先を選択

⑤クリック

表示内容を選択する
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間取りを印刷する

1	 ツールバーの表示切替で表示する内容を選択し

て、間取り画面を印刷したい状態に整えます。

2	  をクリックします。

3	 ［印刷］の各項目の内容を設定します。印刷さ

れるときのイメージが［印刷イメージ］に表示

されます。

縮尺を指定する場合は［ユーザー設定］をクリッ

クして縮尺を設定します。

4	［OK］をクリックすると印刷が始まります。	

③選択

①表示する内容を選択②クリック

④クリック
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1	 間取りを立体化する作成した間取りを立体化します。間取りを修正するとき

は間取り画面に戻って修正します。

間取りを立体化する

1	 ナビの  をクリックします。

2	 確認のメッセージが表示されたら、［OK］をク

リックします。

3	 間取りが立体化されると、自動的に家の周りを

一周します。

［立体化］ウィンドウの［立体化直後に家を一周する］

チェックボックスをクリックしてオフにした場合、立

体化直後に家を一周する設定を解除できます。

クリック

クリック
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2	 外観・内観を確認する立体化した家の周りを一周して、さまざまな角度から家

の外観や各部屋の間取り、建具などを確認します。

外観を確認する

1	 ナビの   を選択します。

パレットの  をクリックします。家が一

周します。

間取りの変更や壁の編集、建具の変更をするときは、

ナビの［間取り編集］をクリックして間取り画面に戻

ります。

［ズーム］でパース図を拡大／縮小表示する

1	 ［視点変更ツール］の  ［ズーム］をクリッ

クして、縮小表示するときは、パース図で上方

向にドラッグします。

2	 拡大表示するときは、下方向にドラッグします。

視点変更ツール
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［移動］で家を水平／垂直方向に移動させる

1	 ［視点変更ツール］の  ［移動］をクリック

して、パース図で上下左右にドラッグします。

ドラッグした方向に家が移動します。

視点変更を終了して家やパーツなどを選択するときは

［選択］ボタンをクリックしてからおこないます。

［回転］で家を回転させる

1	 ［視点変更ツール］の  ［回転］をクリック

して、パース図でドラッグします。家が回転し

ます。

パーツや部屋などを選択した状態で回転すると、選択

されているものを中心に回転します。
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内観を確認する

1	 ナビの   を選択します。

2	 フロアタブで表示する階を切り替えて各階の内

観を確認します。

［全体表示］で部屋を画面内に全体表示する

1	  ［選択］をクリックし、大きく表示したい

部屋を選択します。

2	  ［家または選択パーツの全体を画面に表示］

をクリックします。選択した部屋が画面全体に

表示されます。

何も選択しない状態で［家または選択パーツの全体を

画面に表示］をクリックすると、家が全体表示されます。

②選択

フロアタブ

①クリック

③クリック
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部屋の中に入ってみる

1	 入りたい部屋の上で右クリックして「この部屋

の中に入る」を選択します。

2	 パース図が、部屋の左手前方向から見た室内の

眺めに変わります。

パース図をもとの真上から見た状態に戻すときは、ナ

ビの［外観を見る］を選択して、一度視点を外観に切

り替えた後、もう一度ナビの［内観を見る］を選択し

ます。

視点や視線方向を指定して家や室内を眺めたり、

気に入った視点を登録する方法は 111 ページ

どこからどこを見ているか確認する

どこからどこを眺めているか確認する時は、3D

画面のレイアウトを二面図表示に切り替えます。

3D 画面のレイアウトを切り替える方法は 87

ページ

視点（どこから見ているか）と視線方向（どこを

見ているか）は青いカメラの絵で平面図に表示さ

れます。

視点

②右クリック ①クリック

③選択

視線方向

画角
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3D 画面のレイアウトの切り替え

3D 画面を切り替えるときは、ツールバーの  ［パース図表示］、  ［二面図表示］、  ［四面図表示］

をクリックします。平面図や立面図でも、パーツの選択、移動、サイズ調整などができます。

また、四面図表示にしたとき、立面図の  や  の方位をクリックします。立面図の表示方

向が切り替わります。

立面図でパーツを選択する方法は 95 ページ

平面図・立面図の拡大／縮小表示とスクロール

・	 平面図や立面図で拡大表示するときは、ツール

バーの  ［拡大］をクリックして拡大表示す

る範囲をドラッグします。（図 1）

・	  ［縮小］をクリックして平面図または立面

図上でクリックします。クリックした位置を中

心に縮小表示されます。

・	  ［スクロール］をクリックし、平面図また

は立面図上でドラッグしてスクロールします。

（図 2）

・	 マウスで拡大／縮小表示するときは、マウスの

ホイールボタンを前後に回転させます。

・	 マウスでスクロールするときは、マウスのホ

イールボタンを押したまま平面図または立面図

上でドラッグします。

※	マウスの種類や設定によっては、拡大／縮小

表示やスクロール操作ができないものがあり

ます。

パース図表示 二面図表示 四面図表示

立面図の表示方向	

切り替えボタン

ドラッグ

クリック

図 1

図 2
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外壁・屋根材のスタイルを一括変更する

1	 ナビの   を選択します。

2	 パレットから変更したいスタイルを選択しま

す。選択したスタイルに変更されます。

外壁材や屋根材、内装材は部屋や面ごとにも変更でき

ます。

外壁材や屋根材をフロアや面ごとに変更する方法

は 89 ページ

内装材を部屋や面ごとに変更する方法は 90 ページ

内装材を一括変更する

1	 ナビの   を選択します。

2	 パレットの［対象］で［部屋ごと］または［家全体］

を選択します。内装スタイルを選択し、パース

図で部屋をクリックして貼りつけます。

住む人のインテリアの好みを登録している場合は、パ

レットで登録者を選択します。その人の好みを最も反

映したタブが選択された状態で表示されます。好みを

反映した別の候補のタブは青色で表示されます。

インテリアの好みを登録する方法は 68 ページ

3	 外装・内装の仕上げ材を変更する
外装や内装のスタイルを選んで家全体の仕上げ素材（テ

クスチャ）を一括変更したり、部屋や面ごとにテクスチャ

を変更できます。

②選択

①選択

③クリック

②クリック

登録者を選択

①選択

④クリック
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外壁材や屋根材をフロアや面ごとに変更する

1	 ナビの   を選択します。	

2	 テクスチャパレットから外壁材を選択し、パー

ス図の外壁をクリックして貼りつけます。

外壁を一面ずつ貼るときは、テクスチャパレットの［一

面ずつ］のチェックボックスをオンにしてからテクス

チャを貼ります。

屋根材を変更する

1	 ナビの   を選択します。

2	 テクスチャパレットから屋根材を選択し、パー

ス図の屋根をクリックして貼りつけます。

外壁や柱に色をつけるときは、パレットを色パレット

に切り替えます。

外装や内装に色をつける方法は 91 ページ

幕板を解除する

1.	 ナビの   を選択します。

2.	 パレットの［既存のスタイル］タブを選択し、［既定（幕板なし）］

をクリックします。

3.	 ナビの［外壁材を貼る］や［屋根材を貼る］を選択し、外壁材

や屋根材を貼って仕上げます。

②クリック

②クリック

①クリック

①クリック
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壁紙を部屋ごとに変更する

1	 ナビの   を選択します。	

2	 テクスチャパレットから壁紙を選択し、部屋の

壁をクリックして貼りつけます。

壁紙を一面ずつ貼るときは、テクスチャパレットの［一

面ずつ］のチェックボックスをオンにしてからテクス

チャを貼ります。

3	 フロアタブを切り替えて、各階の壁紙を貼り替

えます。

床材を部屋ごとに変更する

1	 ナビの   を選択します。

2	 テクスチャパレットから床材を選択し、部屋の

床をクリックして貼りつけます。

3	 フロアタブを切り替えて、各階の床材を貼り替

えます。

テクスチャのサイズを変更する

テクスチャを貼った直後に、パレットの  を

クリックすると模様が大きくなり、  をク

リックすると模様が小さくなります。

②クリック

②クリック

①クリック

フロアタブ

クリックすると	

模様が大きくなる

クリックすると	

模様が小さくなる

①クリック
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天井材を貼る

1	 ナビの   を選択します。

2	 テクスチャパレットから天井材を選択し、部屋

の天井をクリックして貼りつけます。

和室の床柱にテクスチャを貼るときは、テクスチャパ

レットの［材質］タブをクリックして、小分類から［床

柱］を選択します。

3	 フロアタブを切り替えて、各階の天井材を貼り

替えます。

幅木や廻り縁に色をつける

1	 ナビの   を選択します。	

2	 パレットを［色］タブに切り替えます。パレッ

トの［対象］を［形状］に変更します。

3	 パレットから色を選択し、幅木や廻り縁をク

リックして色をつけます。

色をつける直前の状態に戻すときは、色をつけた直後

にツールバーの［元に戻す］をクリックします。

②クリック

①クリック

⑤クリック

②「形状」を選択

①選択

④クリック

③選択
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画像ファイルをテクスチャとして使う

デジカメやスキャナで取り込んで、「*.BMP」や「*.JPG」形式でパソコンに保存してある画

像ファイルを、そのままパース図にドラッグして家に貼り付けることができます。

1	「*.BMP」や「*.JPG」形式で保

存してある画像ファイルのフォ

ルダをデスクトップに表示して

おきます。貼り付けたい画像ファ

イルを、フォルダから直接パー

ス図にドラッグします。（図 1）

2	［テクスチャ設定］の［反復回数

指定］または［サイズ指定］を

選択し、反復回数やサイズの設

定値を入力して［OK］をクリッ

クします。（図 2）

［サイズ指定］では、画像を実物

と仮定して［幅］と［高さ］のサ

イズを設定します。

作例のレンガのテクスチャの場

合、レンガ積みの 1 段の高さを

100mm と仮定して、約 6 段あ

るので［サイズ指定］の［高さ］

を「600」mm に、画像は正方形

なので［高さ］も「600」mm に

設定しています。

3	 家にテクスチャが貼られます。

貼り付けた画像は、マイホーム

デザイナーのテクスチャと同じ

形式で［お気に入り］タブに登

録されます。（図 3）

サイズを設定

図 1

図 2

図 3

ドラッグ
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床に家具を配置する

1	 ナビの   を選択し、フ

ロアタブで配置する階を選択します。

家具を配置する部屋を選択して  ［家または選

択パーツの全体を画面に表示］をクリックします。

2	 パレットから家具を選択し、部屋の床をクリッ

クして配置します。

3D 画面で配置したパーツは、間取り画面にも反映さ

れます。

3	 配置した家具をドラッグして位置や方向を調整

します。

4	 壁などに沿わせて配置するときは、選択した

パーツを右クリックして「壁や他の物に沿わせ

る」の沿わせたい方向を選択します。

パーツをダウンロードする方法は 69 ページ

キーボードを使ってパーツを移動／回転する
パーツの位置や角度を微調整をするときは、キー

ボードを使って移動／回転できます。

・	 移動（1/2 グリッド分）

	 ［→］、［←］、［↑］、［↓］の矢印キーで、矢印

の方向にグリッドの 1/2 ずつ移動します。

・	 移動（1/10 グリッド分）

	 ［→］、［←］、［↑］、［↓］の矢印キーで、矢印

の方向にグリッドの 1/10 ずつ移動します。

・	 回転（15 度）

	 ［Ctrl］キーを押しながら［→］、［←］の矢印キー

を押すと、矢印の方向に 15 度ずつ回転します。

4	 家具を追加する／入れ替える
家具や小物、カーテンなどを配置してインテリアを仕上

げます。

内側をドラッグし

て移動

水色のハンドルを

ドラッグして回転

③クリック

①選択 ②クリック

①右クリック

②選択
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天井に照明器具を配置する

1	 ナビの   を選択し、フ

ロアタブで配置する階を選択します。配置する

部屋を全体表示します。

2	 パレットから照明を選択し、平面図で配置する

位置をクリックして配置します。ドラッグして

角度や位置を調整します。

ナビの［天井につける］を選択していないと、照明器

具パーツは床に配置されます。

照明器具パーツには光源が設定されています。明るさ

の調整などをおこなったり、点灯のオン／オフを切り

替えるときは［光源設定］ウィンドウを利用します。

98 ページ

パーツのサイズや位置を調整する

パーツをダブルクリックするか、パーツを選択してツールバーの  ［プロパティ］をクリックすると

［パーツのプロパティ］が表示されます。

・	［幅］、［奥行］、［高さ］

	 寸法を入力してパーツのサイズを変更できます。

・	［X］、［Y］、［Z］

	 パーツの原点（ピンクのポイント）の位置を座標

の数値で指定できます。

	 原点については 123 ページ

・	［RX］、［RY］、［RZ］

	 パーツを X 軸、Y 軸、Z 軸を回転軸にして回転さ

せる角度を「-360」度から「+360」度まで指

定できます。

	 座標と回転軸については 124 ページ

・	［マウスドラッグでサイズと傾きの変更を可能に

する］

	 チェックボックスをオン  にします。パーツに

黄色のハンドルが表示され、ドラッグでのサイズ

変更が可能になります。

・	［ロック］

	 チェックボックスをオン  にします。パーツを

操作できないようにロックできます。

②クリック

③クリック

①選択

図 1

図 2

回転位置サイズ

黄 色 い ハ ン ド ル

をドラッグすると	

サイズ調整できる
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パーツを入れ替える

1	 変更したいパーツを選択します。

2	 パレットで入れ替えたいパーツを右クリックし

て「このパーツに入れ替え」を選択します。

パーツを入れ替えるとき、ピンクのポイント（原点）

が位置の基準となります。

屋根・天井の表示／非表示を切り替えるときは、ツー

ルバーの［屋根・天井の状態設定］をクリックします。

立面図でパーツを選択する

パーツが重なっているときは次の順序で目的のパーツを選択します。

1	立面図でパーツが重なっている部分をクリック

します。

2	キーボードの［スペース］キーを押します。押

す度に、選択対象が順番に切り替わります。

選択を解除するときは、ツールバーの［選択］をク

リックするか、または作図エリアの何もない場所を

クリックします。

②右クリック

①選択

クリックした後に

スペースキーを押す

選択した家具が入れ替わる

③クリック
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エクステリアやガーデニングのパーツを配置する

1	 エクステリアにパーツを配置するときは、ナビ

の   を選択します。

ガーデニングのパーツを配置するときは、ナビ

の   を選択します。

2	 パレットでパーツを選択し、平面図またはパー

ス図の敷地をクリックして配置します。

屋根や木の陰になる場所にパーツを配置するときは、

敷地に一度配置してから平面図で位置を調整します。

3	 水色のハンドルをドラッグして方向を調整しま

す。パーツの内側をドラッグして位置を調整し

ます。

パーツサイズの調整は 94 ページ

敷材を貼る

1	 ナビの   を選択します。

2	 パレットで敷材を選択し、パース図の敷地をク

リックします。

5	 外構を仕上げる庭に植木やガーデン家具などを配置したり、敷地に石や

芝を敷いてエクステリアを整えます。

②クリック

ドラッグして位置調整

ドラッグして方向調整

①クリック

①クリック

②クリック
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昼の光、夕方の光、夜の光に切り替える

1	 ナビの   を選択します。

2	 パレットのイメージ画像をクリックします。	

パース図が昼／夕／夜の光や背景に変わりま

す。

光や背景を切り替えの直前の状態に戻すときは、パレッ

トの［切り替え前の状態に戻す］をクリックします。

昼・夕・夜のイメージに切り替えた後、ナビを切り替

えた場合は、背景や室内の光の設定は手動で戻してく

ださい。

背景を元のグラデーションに戻すには、［背景設定］の

背景画像リストで［デフォルト背景］を選択します。

室内の光の状態を元に戻すには、［光源設定］の［光源

一覧］リストで各光源のチェックボックスをオンにし

ます。

照明器具の点灯／消灯の切り替え方法は 99 ページ

背景を設定する

1	 ナビの   を選択します。

2	［背景設定］で使用したい背景画像を選択して

［OK］をクリックします。

デジカメで撮った写真を背景に加工できます。

デジカメ写真で背景を作成する方法は 114 ページ

6	 光源や背景を設定してパース図を仕上げる
できあがった家に背景をつけたり、太陽光の位置を設定

したりします。家を高画質で出力すると、色や陰影がよ

りリアルに表現されます。

選択

クリック
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太陽光の位置を設定する

1	 ナビの   を選択します。

［光源設定］が表示され、四面図に光の射す方

向を示す黄色の球と線が表示されます。

2	［光源設定］の［光源一覧］で「デフォルト光源」

を選択します。［位置・方向］タブを選択し、［太

陽方向指定］をクリックします。

3	 ［太陽方向指定］で［季節］、［時刻］、［所在地］

を選択して［OK］をクリックします。

デフォルト光源と補助光源について

・	「デフォルト光源」は太陽を模した光源で、太

陽のようにどの場所でも平行に照らします。

・	「補助光源」、「補助光源 2」はデフォルト光源

に対して弱い光で補助的に照射する光で、デ

フォルト光源の光が直接当たらない側が暗く

なりすぎないようにする「反射光」のような

光です。

光の射す方向

①選択 ②選択

④選択

［デフォルト光源］＝ ON

［補助光源］＝ ON

［デフォルト光源］＝ ON

［補助光源］＝ OFF

③クリック

⑥クリック

⑤クリック
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補助光源を設定する

1	 ［光源設定］の［光源一覧］で「補助光源」を

選択します。四面図に「補助光源」の光の射す

方向を示す黄色い球と線が表示されます。

2	 黄色い球をドラッグして、「デフォルト光源」

に対して反対側から家に光を照射するように、

方向を調整します。

「デフォルト光源」と「補助光源」については

98 ページ。

照明器具の点灯／消灯を切り替える

1	 ［光源設定］の［光源一覧］で切り替えたい光

源を選択します。四面図に選択した光源が黄色

で表示されます。

2	 選択した光源のチェックボックスをクリック

し、オフ  にして消灯します。チェックボッ

クスを ON  にして点灯します。消灯してい

る光源は青色で四面図に表示されます。

光源の種類は「平行光源」「点光源」「スポットライト」

の 3 種類があります。

平行光源 点光源 スポットライト

②黄色い球をドラッグして方向や仰角を調整

チェックボックスで ON ／ OFF を切り替える

①選択

選択している光源
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パース図から高画質イメージを作成する

1	 パース図がそのままの状態で出力されるので、

パース図の表示を調整しておきます。

2	 ナビの   を選択します。

［高画質イメージ作成］で出力サイズを選択し

て［OK］をクリックします。

高画質イメージの作成にかかる時間は、設定された光

源の数や作成されたファイルのサイズによって異なり

ます。

3	 [ 高画質イメージ ] の  ［イメージ保存］をク

リックし、ファイル名とファイルの種類を設定

して［保存］をクリックします。

高画質イメージの出力を中断するときは［レンダリン

グ中断］をクリックします。出力を再開するときは［レ

ンダリング再開］をクリックします。

［高画質出力］を終了するときは、ウィンドウの［×］

ボタンをクリックすると、3D 画面に戻ります。

高画質出力した画像を印刷する

1	 ［高画質イメージ作成］の  ［プレビュー］を

クリックします。

2	［印刷プレビュー］で画像をドラッグしてレイ

アウトを調整し、［印刷］をクリックします。

①選択

②クリック

③クリック

①選択

②ドラッグしてレイアウト調整
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3D データを保存する

1	 ツールバーの  ［上書き保存］をクリックし

ます。間取り画面で保存したファイルに上書き

保存されます。

間取り画面で保存していない場合は、［上書き保存］を

クリックすると［名前をつけて保存］が表示されます。

ファイル名を入力して保存します。

名前をつけて保存する方法は 79 ページ

パース図を画像ファイルとして保存する

1	 パース図に表示されているそのままの状態で保

存されるので、パース図の角度や大きさなどを

調整しておきます。

「ファイル」メニューの「イメージ保存」から

「パース図」を選択します。

2	［イメージ保存］でデータの保存場所を選択し、

ファイル名を入力します。ファイル形式やサイ

ズを選択して［保存］をクリックします。

保存できる画像ファイルの形式は BMP ファイル

（*.bmp）、JPEG ファイル（*.jpg）です。

7	 3D データを保存／印刷する
作成した 3D データは、間取りと同じ M3D 形式のデー

タ（*.m3d）で保存します。パースや平面図、立面図を

画像データとして保存したり、印刷できます。

②名前を入力

③選択

①保存場所を選択

④クリック

クリック
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3D データを印刷する

1	 パース図が表示されているそのままの状態で印

刷されるので、パース図の角度や大きさを調整

しておきます。

2	 ツールバーの  ［印刷］をクリックします。	

3	 ［印刷］で必要な項目を設定し、［OK］をクリッ

クします。

パース図にタイトルを印刷する場合は、［タイトルを印

刷する］のチェックボックスをオンにして、タイトル

を入力します。

3D 画面を四面図表示に切り替えてから「ファイル」

メニューの「印刷」や「イメージ保存」を選択します。

平面図や立面図をイメージ保存や印刷できます。
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 1	 インテリアコーディネート
を診断する
部屋の内装材や配置した家具などのコーディネートのバ

ランスを診断できます。

インテリアのコーディネートを診断する

1	 ナビの   を選択します。

確認のウィンドウが表示されたら［OK］をク

リックし、パース図で診断する部屋をクリック

します。

2	 リストからこの部屋を利用する人を選択して

［次へ］をクリックします。

登録者の中から選択できます。登録していない場合は、

［1 人追加］をクリックして登録します。

インテリアの好みを登録する方法は 68 ページ

3	 診断結果が表示されます。イメージの異なる内

装材や家具などがあればアドバイスが表示され

ます。

内容を確認して、［閉じる］をクリックします。

指定した部屋の内装材や、その部屋に置かれたパーツ

のスタイルをチェックします。ただし、自作した家具

は判定の対象外となります。

①クリック

④クリック

③名前を選択

②クリック
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2	 日当たりをチェックする
季節を指定して、部屋の中や庭の指定した場所の日当た

りをチェックできます。

日当たりをチェックする

1	 ナビの   を選択します。

確認ウィンドウが表示されたら、［OK］をクリッ

クします。

2	 フロアタブで診断したい階を選択し、平面図で

日当たりをチェックする場所をクリックします。

3	 ［季節］［所在地］を選択し、［高さ］には地面

からの高さを入力して［OK］をクリックします。

4	 チェック結果が表示されます。

内容を確認したら［閉じる］をクリックします。

チェック結果を参考に、必要に応じて建具や部屋の配

置などを変更します。部屋や建具の配置などを変更す

る場合は、間取り画面に戻って変更します。

①クリック

②クリック

③条件を指定

④クリック
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軌跡（ウォークスルーの道順）を作成する

1	 ナビの   を選択します。	

2	 平面図に家の間取り全体が表示されるように調

整し、パレットの［画角］で画角を設定して 

 ［立つ位置と見る方向を決める］をクリッ

クします。

3	 平面図で、ウォークスルーの開始点から順に曲

がり角でクリックしながら、歩く道順（軌跡）

を作成します。

最後の地点でクリックしたら、右クリックして

［軌跡作成］を終了します。

4	［軌跡の再生］で目の高さを選択し、［OK］を

クリックして軌跡を再生します。作成した軌跡

は自動的に保存されます。

作成した軌跡を再生するときは、ドアや大きな段差が

あってもそのまま前進します。

3	 ウォークスルーで家の
中を歩く
ウォークスルーの軌跡作成機能を使って、完成した家の

中を歩けます。作成した軌跡は自動保存されるので、何

度でも再生できます。

①画角を設定

②クリック

⑧クリック

⑦選択

③	ウォークスルーの	

開始点をクリック

⑤終点でクリック

④道順をクリック

⑥右クリックで終了
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直線階段を昇って 2 階へ移動する

1	 フロアタブで［1 階］を選択して軌跡作成し、

階段の昇り口でクリックします。

2	 そのまま階段の途中でクリックし、次に階段を

昇った先でクリックします。軌跡は階段を昇って

2 階へ移動します。

階段を降りるときは、降り口から順に、昇るときと逆

の順序でクリックします。

U 字階段を昇って 2 階へ移動する

1	 フロアタブで［1 階］を選択して軌跡作成し、

階段の昇り口でクリックします。

2	 そのまま階段の途中でクリックして U 字階段を

廻り込んで上がるように、曲がり角でクリック

します。階段を昇りきったところでクリックし

ます。軌跡は階段を昇って 2 階へ移動します。

1

1

4

2

2

3

3

①昇り口をクリック

③階段を昇り切ったところでクリック

②廻り込んで階段を昇るようにクリック

③階段を昇り切ったところでクリック

①昇り口をクリック

②	途中の段で

クリック
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軌跡を再生する

1	 ナビの   を選択しま

す。

2	［自動再生］で再生する軌跡を選択し、［OK］

をクリックします。

パレットの   を使っても軌跡

の再生を操作できます。

軌跡を削除する

1	 「ウォークスルー」メニューの「軌跡削除」を

選択します。

ウォークスルーが開始になっていると軌跡削除を選択

できません。その場合は、「ウォークスルー」メニュー

の「終了」を選択してから操作します。

2	［軌跡削除］で削除する軌跡を選択し、［削除］

をクリックします。

①選択

②クリック

①クリック

②選択

③選択

④クリック
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歩きながらドアや窓を開ける

1	 軌跡の再生中にパース図のドア／窓をクリック

します。ドア／窓が開きます。

歩きながら上下左右を見回す

1	 軌跡の再生中、パース図でマウスカーソルが 

 のときに左／右にドラッグします。視線が

左／右を向きます。マウスのボタンを離すと視

線は進路方向に戻ります。

2	 軌跡の再生中、パース図でマウスカーソルが 

 のときに上／下にドラッグします。視線が

上／下を向きます。

クリック

ドラッグ

ドラッグ
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ウォークスルーの条件を設定する

マウスやコントロールパッドを利用してウォークスルーするときは、パレットで目の高さや昇れる高さ

などの条件を設定します。

［目の高さ］はウォークスルーで進むときの視線（目

線）の高さです。［大人］では 150cm、［子供］では

80cm、［車いす］では 100cm に設定されます。

［登れる高さ］は登ることのできる段差の高さです。［車

いす］では 2cm に設定されます。ウォークスルー中

に［登れる高さ］より高い段差のところにくると、前

へ進めなくなります。

［目の高さ］［登れる高さ］［上下角］［画角］の▲をクリッ

クして、自由に条件を設定できます。

マウスを利用して歩く

マウスを利用しても自由に家の中を歩けます。

左クリック････････････････････････････････クリックした位置まで歩きます。

右クリック････････････････････････････････その場でクリックした方向を向きます。

ドア／窓をクリック････････････････････････ドア／窓の前まで歩き、ドア／窓を開きます。

［Shift］キー + ドア／窓をクリック･･････････その場でドア／窓を開きます。

左ボタンを押して上／下方向へドラッグ･･････前進／後退します。ドラッグし続けると歩き続けます。

右ボタンを押して上／下方向へドラッグ･･････その場で 30 度上／下を向きます。

右ボタンを押して右／左方向へドラッグ･･････その場で 90 度右／左を向きます。

コントロールパッドを利用して歩く

パレットのコントロールパッドを利用してウォークスルーを操作できます。ウォークスルーパレットの

［コントロールパッドに切り替える］をクリックします。コントロールパッドに切り替わります。

ジョイスティックの▲のボタンを押して操作します。

  1	 前進

  2	 後退

  3	 右回転

  4	 左回転

  5	 右斜め前進

  6	 右斜め後退

  7	 左斜め前進

  8	 左斜め後退

  9	 右に平行移動

10	 左に平行移動

選択

1

2

4 3

5

68

7

10 9

クリック
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立つ位置と見る方向を指定して室内を眺める

1	 ツールバーの  ［二面図表示］をクリックし

て画面を二面図表示に切り替えます。

2	 視点変更ツールの  ［立つ位置と見る方向を

決める］をクリックして平面図上で視点位置（ど

こから見るのか）をクリックし、次に視線方向

（どこを見るのか）をクリックします。

視点位置と視線方向は平面図に青いカメラで表示され

ます。

視点位置と視線方向については 86 ページ

画角を変更する

「視点」メニューの「望遠／広角」

を選択し、サブメニューから角度

を選択して画角を変更できます。

画角が大きいほど広い範囲が見え

ますが、あまり大きな角度にする

とパース図がゆがんで見えます。

4	 気に入った視点を登録
する
3D 画面では、立つ位置や見る方向を指定して外観や室

内の眺めをすばやく切り替えられます。気に入った眺め

は、登録しておくと必要なときにすぐに表示できます。

②見る場所をクリック ①クリック

③立つ位置をクリック

指定した場所から見た

景色が表示される

画角 50 度 画角 80 度
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カメラをドラッグして見る位置や方向を変更する

1	 視点変更ツールの  ［平面図ドラッグでカメ

ラを移動］をクリックしてパース図でカメラの

本体部分をドラッグし、視点位置（どこから見

るのか）を移動します。

2	  がオンの状態のまま平面図で見たい場所を

クリックして視線方向を切り替えます。

パース図で視線方向を指定する

1	 パース図で見たい場所を右クリックし、「ここ

に視線を移動」を選択します。

視線方向が右クリックした場所に切り替わりま

す。

①見たい場所を右クリック

②カメラをドラッグ

右クリックした場所を見たパースになる

クリックした場所を

見たパースになる

①クリック③	見たい場所

をクリック

②選択
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視点を登録・呼び出す・削除する

1	 パース図が気に入った視点になっている状態の

ときに、ツールバーの  をクリックします。	

2	［視点登録］に視点の名前を入力して［追加］

をクリックします。

3	 登録した視点を呼び出すときは、ツールバーの

視点リストの  をクリックし、リストから呼

び出したい視点を選択します。

4	 登録した視点を削除するときは、「視点」メ

ニューの「視点削除」を選択します。［視点削

除］のリストから削除する視点の名前を選択し

て［削除］をクリックします。

②選択

②名前を入力

①クリック

③クリック

①クリック

②クリック

①選択
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背景画像を作成する

1	 背景画像に加工する写真のデータを用意してお

きます。

3D 画面で「ツール」メニューの「テクスチャ・

背景作成」を選択します。

2	［テクスチャ・背景作成　ステップ 1］で「背景

画像を作成します」を選択し、［次へ］をクリッ

クします。

3	 ステップ 2 で、画像ファイルを読み込む方法を

選択します。ここではデジカメで撮影した写真

を使用するので［ファイルから読み込み］を選

択します。

［次へ］をクリックします。

4	［ファイルを開く］の［ファイルの場所］で画

像データを保存してある場所を選択し、ファイ

ルから使用するデータを選択して［開く］をク

リックします。

デジカメやスキャナの操作については、ご使用の機器

のマニュアルを参照してください。

5	 デジカメ写真で背景を
作る
家の建築予定地や素材サンプルなどをデジタルカメラや

スキャナから読み込んで、背景画像やテクスチャに加工

して利用できます。

選択

③クリック

②ファイルを選択

①保存先のフォルダを選択

①クリック

②選択

クリック
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5	 ステップ 3 ～ 5 で、読み込んだ画像の角度や

サイズ、色や明るさを調整します。ステップ 5

までの設定を完了したら［保存］をクリックし

ます。

6	 ［名前をつけて保存］の［ファイル名］に背景

の名前を入力して［保存］をクリックします。

［テクスチャ・背景作成］で［はい］をクリッ

クしてメインメニューに戻ります。

保存する場所はマイホームデザイナーの［BACK］と

いうフォルダです。

7	 背景を設定する家のデータ（M3D データファ

イル）を開きます。

ナビの   を選択し、［背

景設定］で作成した背景を選択します。

背景に合わせて家の角度や大きさを調整します。

②クリック

クリック

①名前を入力
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住宅ローン概算プログラムでは、月々の返済額や利率などから、購入可能な物件価格の目安を

逆算できます。

1.	 デスクトップの［スタート］ボタンをクリックし、「すべてのプログラム」―「３Ｄマイ

ホームデザイナー LS2」―「住宅ローン概算」をクリックします。

2.	 「月々の返済額」に毎月住宅ローンに割り当てられる金額を入力します。

3.	 「ボーナス月の返済額」に１回のボーナスから住宅ローンに割り当てられる金額を入力し

ます。

4.	 「自己資金」に頭金として支払える自己資金の金額を入力します。

5.	 「返済年数」に返済年数を入力します。

6.	 「利率」に利用するローンの利率を入力します。

	 利率は銀行など、各金融機関にお問い合わせください。

7.	 購入可能な物件価格の概算が、「購入可能物件価格」に表示されます。

変更したい項目がある場合は、目的の項目に移動し、数値を再入力してます。

変更するたびに「購入可能物件価格」が再計算されます。

シュミレーションを終了するには、［閉じる］をクリックします。

住宅ローン概算の使用方法
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 1	 パ ー ツ の 構 造 と
パ ー ツ 階 層
部屋に配置したテーブルは、［天板］や［脚］などの複数

の「形状」からできています。これらは階層構造により

まとめられ、1 個の家具として移動やサイズ変更などが

行なえる［テーブル］パーツとなります。

[ 食卓 ] パーツの構造を確認する

1	 部屋に配置した食卓を選択し、ドラッグします。

食卓全体が１つのパーツとして移動します。（図

1）

2	 食卓を選択し、「ツール」メニューから「このパー

ツ階層へ移る」を選択します。

3	 食卓の天板をクリックします。

天板だけが選択され、ドラッグした場合、天板

だけが移動します。（図 2 - パーツ階層 1）

4	 食卓の脚をクリックします。

脚だけが選択され、ドラッグした場合、脚だけ

が移動します。（図 2 - パーツ階層 1）

手順 3 ～ 4 の操作で、食卓パーツは天板と脚からで

きていることがわかります。

[ 天板 ] と [ 脚 ] は、上の階層で [ 食卓 ] パーツとなり、

ひとまとまりの形状として移動やサイズ変更などが

おこなえます。（図 2）

このように、パーツは複数の形状が階層構造により

１つにまとめられています。

パーツを構成している形状や階層構造は、パーツごと

に異なります。

元の階層へ戻るときは、「ツール」メニューの「上のパー

ツ階層へ移る」を選択します。

図 1

図 2

［食卓］パーツ パーツ階層 1

天板

脚
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［ダイニングセット］の構造を確認する

1	 部屋に配置したダイニングセットを選択し、ド

ラッグします。ダイニングセット全体が１つの

パーツとして移動します。

2	 ダイニングセットを選択し、「ツール」メニュー

から「このパーツ階層へ移る」を選択します。

3	 食卓をクリックします。

食卓だけが選択され、ドラッグした場合、食卓

だけが移動します。（図 4 - パーツ階層 1）

4	 食卓を選択し、「ツール」メニューから「このパー

ツ階層へ移る」を選択します。

5	 食卓の天板をクリックします。

天板だけが選択され、ドラッグした場合、天板

だけが移動します。（図 4 - パーツ階層 2）

手順 2 ～ 3 の操作で、［ダイニングセット］パーツは、

［食卓］パーツと［チェア］パーツの複数のパーツか

らできていることがわかります。手順 4 ～ 5 の操作

で、［食卓］や［チェア］は、さらにそれぞれ複数の「形

状」からできていることがわかります。（図 4）

［パーツ階層 1］に移動すると、次のような操作がお

こなえます。

・［食卓］や［チェア］の位置を変更する

・［食卓］や［チェア］の方向を変更する

さらに［食卓］を構成する［パーツ階層 2］に移動

すると、次のような操作がおこなえます。

・食卓の［脚］や［天板］それぞれのサイズを変

更する

・食卓の［脚］や［天板］それぞれの形状を変更

する

パーツを選択して「ツール」メニューから「このパー

ツ階層へ移る」を選択すると、すぐ下の階層に移動で

きます。

元の階層へ戻るときは、「ツール」メニューの「上のパー

ツ階層へ移る」を選択します。

図 3

図 4

［ダイニングセット］

パーツ パーツ階層 1

［食卓］パーツ

［チェア］パーツ

パーツ階層 2

パーツ階層 3
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ソファセットを編集できる階層に移動する

1	 3D 画面でナビの   を

選択し、パレットからソファセットを部屋に配

置します。

2	 配置したソファセットを選択し、「ツール」メ

ニューの「このパーツ階層へ移る」を選択しま

す。

パーツの構造とパーツ階層については 118 ページ

パーツを入れ替えたり位置を調整する

1	 パーツを入れ替えるときは、パース図で変更し

たいパーツを選択し、パレットで入れ替える

パーツを右クリックして「このパーツに入れ替

え」を選択します。

2	 パーツをドラッグして位置や方向を調整しま

す。

2	 パーツを編集してお気
に入りに追加する
配置したパーツを編集してオリジナルのパーツを作り、お

気に入りタブに追加しておけば、いつでも編集したパーツ

を配置できます。

①選択

①選択

②クリック

③選択

③選択 ②右クリック
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パーツを追加する

1	 パーツパレットから配置するパーツを選択し、

平面図またはパース図でクリックします。パー

ツをドラッグして位置や方向を調整します。

グリッドを目安にして作業したい場合はツールバーの

［グリッド表示］をオンにしてグリッドを表示してくだ

さい。

色をつける

1	 パレットの［色］タブを選択します。

2	 パレットの［対象］で「形状」を選択します。

パレットから色を選択して色をつけるパーツを

クリックします。

パーツにテクスチャを貼るときは、パレットの［テク

スチャ］タブを選択し、パレットの［対象］で［形状］

を選択してテクスチャを貼ります。

上のパーツ階層へ戻る

1	 パーツの編集作業が完了したら、「ツール」メ

ニューの「上のパーツ階層へ移る」を選択しま

す。

③クリック

①選択

①選択

②クリック

②クリック

③クリック

②選択

①クリック
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パーツの配置基準点の位置を設定する

1	 編集したパーツセットを選択状態にして「編集」

メニューの「パーツ配置基準点設定」を選択し

ます。

2	［パーツ配置基準点設定］でパーツの原点（ピ

ンクのポイント）の位置をどこに設定するか選

択して［OK］をクリックします。

ここでは［左右方向］=「中心」、［前後方向（Y

軸）］=「中心」、［上下方向（Z 軸）］=「下端（Z

軸 -）」を選択しています。

パーツの原点については 123 ページ

編集したソファセットをお気に入りに追加する

1	 パーツを選択状態にして「編集」メニューの「お

気に入りに追加」を選択します。

2	［お気に入りに登録］の［ファイル名］に編集

したパーツの名前をつけて入力し、［保存］を

クリックします。

［お気に入り］タブに追加したパーツは、パーツパレッ

トの［お気に入り］タブに登録され、他のパーツと同

様に配置できます。

②クリック ①選択

③選択

⑤クリック

④選択

②クリック ①選択

⑤クリック④名前を入力

③選択
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パーツの「ハンドル」について

［パーツのプロパティ］の［マウスドラッグでサイズ

と傾きの変更を可能にする］のチェックボックスを

オン  にします。パーツを選択したときに、水色や

黄色のハンドルが表示されます。

［パーツのプロパティ］は、配置したパーツをダブルク

リックすると表示されます。

ハンドルを操作して次のような編集がおこなえます。

・[ 水色のハンドル ]

ドラッグしてパーツの方向を変更できます。

・[ 黄色のハンドル ]

ドラッグしてパーツのサイズを変更できます。

「座標」と「原点」について

3D 画面には［X］［Y］［Z」の座標軸があり、グリッ

ドと一緒に表示される太い白線が座標軸です。座標

はパーツの位置を決めるときの指標になるものです。

座標軸の方向は作図エリアの左下に表示されます。

パーツや形状を選択して表示されるピンクのポイン

トは、選択したパーツや形状の「原点」です。

「パーツや形状の位置」は、「座標」の中でのパーツ

や形状の「原点の位置」のことを表します。

3	 パーツを自由にコント
ロールする
パーツを選択したときに表示される「ハンドル」や「ポ

イント（原点）」、座標軸の関係を理解すると、より正確

にパーツを配置できます。

黄色のハンドルはサイズ変更

水色のハンドルは角度変更

座標軸の方向

Ｘ軸

Ｘ軸

Ｘ軸

Y 軸

原点 原点

Y 軸

Ｙ軸

Z 軸 Z 軸

Z 軸
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パーツの位置と座標値について

［パーツのプロパティ］を表示すると、［X］［Y］［Z］

の設定項目があります。

この座標値がパーツや形状の「原点」の位置です。

この数値を変更すると、「原点」（パーツや形状）の

位置を変更できます。

パーツの原点の位置は［パーツ配置基準点設定］（

122 ページ）で変更できますが、形状作成ツールで作

成した直方体や球などの「形状」の原点は形状の中心

にあって、位置を変更することはできません。

パーツの回転方向について

［パーツのプロパティ］の［RX］［RY］［RZ］はパーツの回転

角度を表します。この数値（角度）を変更してパーツの角度を

変更できます。

［RX］に角度を入力します。［X 軸］を回転軸にしてパーツ••

が回転します。

［RY］に角度を入力します。［Y 軸］を回転軸にしてパーツ••

が回転します。

［RZ］に角度を入力します。［Z 軸］を回転軸にしてパーツ••

が回転します。

----- ここから p125

原点の位置

Z 軸

Z 軸

Y 軸

Y 軸

Ｘ軸

Ｘ軸
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4	 形状作成ツールででき
ること
マイホームデザイナーには、立体化した家をさらにつく

り込むために「形状作成」ツールが搭載されています。

ツールを利用して積み木感覚で家の細部をつくり込んだ

り、パーツを作成できます。

形状作成ツールでできること

1	［ 形 状 作 成 ］ ツ ー ル を 使 う に は、 ナ ビ の 

 をクリックして表示された形

状作成パレットから選択するか、「ツール」メ

ニューの「基本形状入力」から目的の形状メ

ニューを選択します。

2	 形状作成パレットや形状メニューから使用する

ツールを選択し、作図エリアでドラッグします。

作成した形状をダブルクリックして［プロパ

ティ］を開き、厚み・高さ・断面の形状などを

設定して形状を編集します。

形状作成ツールを組み合わせて作成したガレージ小屋

①クリック

②ドラッグ
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［床・天井］・［壁］・［壁穴あけモード］・［屋根］ツール

	 床 / 天井を作成するツールです。［直方体プロパティ］でサ

イズ調整できます。

	 壁を作成するツールです。ドアや窓の開口部のある壁を作

成できます。［壁プロパティ］でサイズ調整や開口部が設定

できます。

	 屋根をつくるツールです。［屋根プロパティ］でサイズ調整

や屋根の形を選択できます。

	［壁］ツールで作成した壁に、開口部を開けながらドア / 窓

を配置できます。

１．	  をクリックします。

２．	パレットからドア / 窓を選択し、壁をクリックして配

置します。

壁穴あけモードは、壁１枚に対して１ケ所しか穴をあけられま

せん。

①クリック

②クリック

③クリック

壁プロパティ

屋根プロパティ
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［直方体］・［球］ツール

	 直方体を作成するツールです。［直方体プロパティ］でサイ

ズ調整できます。

	 球体を作成するツールです。［球プロパティ］で楕円形や部

分球に編集したり、断面の有無を設定したりできます。

［円柱・円錐］ツール

	 円柱、円錐、円錐台を作成するツールです。［円柱 / 円錐プ

ロパティ］で円の角度、上面半径比率、断面の有無などを

設定できます。

［角柱・角錐］ツール

	 角柱、角錐を作成するツールです。［角柱 / 角錐プロパティ］

で三角柱、四角柱、六角柱などの角数、上面比率、断面の

有無などが設定できます。

直方体プロパティ 球プロパティ

円柱 / 円錐プロパティ

角柱 / 角錐プロパティ
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［輪］ツール

	 ドーナツのような輪を作成するツールです。［輪プロパティ］

で輪の内径比率や角度、断面の有無などを設定できます。

［回転体］ツール

	 編集した断面を回転して形状を作成するツールです。［回転

体プロパティ］の［断面編集］で断面形状を編集します。回

転角度、断面の有無などを設定できます。

［押し出し］ツール

	 断面を一方向に押し出した形状を作成するツールです。［押

し出しプロパティ］の［断面編集］で断面形状を編集します。

断面の有無が設定できます。

輪プロパティ

回転体プロパティ

押し出しプロパティ

断面編集

断面編集
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［掃引体］ツール

	 編集した断面形状を任意の軌道に沿って引っ張りながら形

状を作成するツールです。［掃引体プロパティ］の［断面編集］

で断面形状を編集し、［経路編集］で引っ張る軌道を編集し

ます。

［３Ｄ多角形］ツール

	 一定の厚み（板上や棒状）の多角形を作成するツールです。

［３Ｄ多角形プラグイン］で作図した断面に厚みを設定して

立体化します。断面形状は寸法が設定できるので、建築物

の一部など精度の高い形状を作成できます。

［３Ｄ文字生成］ツール

	 入力した文字に一定の厚みを持たせて立体文字を作成する

ツールです。［３Ｄ文字生成プラグイン］で文字を入力し、

フォント、サイズ、スタイルが選択できます。立体化後に

［パーツプロパティ］でサイズの変更もできます。

掃引体プロパティ

３Ｄ多角形プラグイン

３Ｄ文字プラグイン

断面編集 経路編集

ドラッグして編集
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1.	 ナビの   を選択しま

す。

2.	  をクリックします。

	 形状作成パレットの  ［壁］をクリックし、

平面図上でドラッグします。

3.	 できた壁をダブルクリックし、［壁プロパ

ティ］の［高さ］に塀の高さ、［奥行き］ま

たは［幅］に厚みを入力します。［Z］に高

さの 1/2 の寸法を入力して［OK］をクリッ

クします。

形状作成ツールで作成した塀の原点は形状の中心

にあるので、例えば［高さ］を「1400」mm に

設定した場合、［Z］には「700」mm と入力します。

原点と座標については 123 ページ

4.	 平面図で位置や長さを調整します。

5.	 パレットの［テクスチャ］タブを選択しま

す。テクスチャパレットからテクスチャを選

択し、塀をクリックしてテクスチャを貼り付

けます。

6.	 低い塀を作成して塀の上にフェンスのパーツ

を配置するときは、［パーツ］タブを選択し

ます。パーツパレットからフェンスを選択し

て塀の上でクリックして配置します。

塀の作成方法

①選択

①クリック

②クリック

③クリック

②ドラッグ

低い塀の上にフェンスを配置した例
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フォトフレームウィザードを起動する

1	 額にしたい画像ファイルを用意しておきます。

メインメニューの  ［フォトフレーム作

成］をクリックします。

2	［フォトフレームウィザード］が起動したら、

操作手順を確認して［次へ］をクリックします。

額装したい写真を選択します

1	［写真データの選択］で額にしたい画像ファイ

ルを選択して［開く］をクリックします。

5	 フォトフレームを作成
する
デジカメで撮影した写真などのお気に入りの画像ファイ

ルを額装して、作成した家に配置できます。

②選択

クリック

クリック

①保存先のフォルダを選択

③クリック
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フォトフレームのデザインを選択する

1	［フォトフレームの選択］でフォトフレームの

デザインを選択して［次へ］をクリックします。

名前を付けて［お気に入り］タブに保存する

1	［ファイル名をつけて保存］の［ファイル名］

に作成したフォトフレームの名前を入力し、［保

存］をクリックします。

2	 確認ウィンドウで［終了］をクリックします。

作成を続ける場合は［もう一つ作成］をクリッ

クします。

保存したフォトフレームは、パーツパレットの［お気

に入り］タブに追加され、家具パーツなどと同様に家

に配置できます。

①フレームデザインを選択

①名前を入力

②クリック

②クリック
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マイホームデザイナーを削除する
３ＤマイホームデザイナーLS2をハードディスクから削除（アンインストール）する方法について説明します。

1	 デスクトップの［スタート］をクリックし、「す

べてのプログラム」―「３Ｄマイホームデザイ

ナー LS2」―「プログラムのアンインストール」

を選択します。

2	［ファイルの削除］が表示されたら［ＯＫ］を

クリックします。

３Ｄマイホームデザイナー LS2 の削除が始ま

ります。

共有ファイルの削除を要求する画面が表示され、削除

するかどうか判断がつかない場合には［いいえ］をク

リックします。

3	「MEGASOFT ライセンス認証」が表示された

ら、コンピュータがインターネットに接続して

いることを確認して［次へ］をクリックします。

ライセンス認証を解除します。

インターネット環境でない、ライセンス認証の解

除に失敗した場合は 25 ページ

4	「InstallShield Wizard の完了」が表示された

ら「はい、今すぐコンピュータを再起動します」

が選択していることを確認し、［完了］をクリッ

クします。コンピュータが再起動したら「３Ｄ

マイホームデザイナーLS2」の削除は終了です。
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収録されている実在製品の情報について

３Ｄマイホームデザイナー LS2 に収録されている素材データの中には、住宅建材、住宅設備、家具、家電、ファ

ブリック関連メーカーの実在製品をベースにした３Ｄパーツやテクスチャが含まれており、プロパティに製品

の名称・型番・金額・サイズなどの情報が登録

されているものがあります。

素材データの多くは、実在製品情報をベースに

制作しておりますが、色・質感・形状については、

現物とまったく同じではありません。

バスルームについては、実在製品に含まれる壁や建具等の部材は省略しております。また詳細ウィンドウの右

側に表示がある画像はイメージ写真です。

協力メーカーでは、ある時期ごとに生産・販売の中止や価格の改定をされており、お客様が本ソフトをご利用

されている期間中にも製品の改廃がおこなわれます。

そのため、実際にその製品を購入される場合は、協力メーカーからカタログや資料を取り寄せるなど、最新の

情報をご確認の上、お申し込みください。

収録されている素材データに関する使用許諾事項

本ソフトに収録されている素材データを使用される場合、使用許諾事項を承諾・厳守していただく必要があり

ます。

インストールの際にご同意いただく事項のうち、「素材データ」に直接関係する事項を、特記事項として以下

に記載します。

１．	本ソフトウェアに収録している３Ｄマイホームデザイナーシリーズで読み込み可能な形式の素材（以下
「素材データ」といいます）の元となる実在製品に関わるすべての情報についての著作権は、その情報の
提供元である協力メーカーに帰属します。

２．	素材データすべての著作権は、弊社に帰属します。
３．	弊社および協力メーカーは、お客様または第三者が素材データを使用した結果被った、直接的、間接的

ないかなる損害についても、保証、責任を負いません。
４．	本ソフトウェアに収録されている素材データの使用および本ソフトウェア内での編集は、本ソフトウェ

アをご購入いただき、ユーザー登録をしていただいた正規ユーザー様のみに限ります。
５．	本ソフトウェアに収録されている素材データの中で、実在製品の属性を登録しているものを本ソフトウェ

ア内で編集した場合、その素材データを第三者に配布、使用させることはできません。また、属性登録
のない素材データについても、データ形式の変更など軽微な加工を施しただけのものを、第三者に販売、
配布することはできません。なお、３Ｄマイホームデザイナーシリーズ以外のソフトウェアで使用でき
る３次元形式への変換も禁じます。

収録素材データご使用上の注意

※ 収録データは、各メーカーの 2007 年 8 月現在の改廃情報を元にデータ化したものです。
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宮島文夫， 中田 剛， 那須恵美子， 大室智子 【YKK AP】

Special Thanks to ： 吉田満恵
中村直美
川口剛史
平井智子
江守由美子
滝原清香
井上朋子
菊池江利
菅原友也

Our Families…

Producer ： 津田　格 【MEGASOFT】

Development Director ： 京谷さつき 【MEGASOFT】
Technical Director ： 平井文子 【MEGASOFT】

Art Director ： 平井清隆 【MEGASOFT】
Contents Design Director ： 中尾浩子 【MEGASOFT】

Quality Assurance Director ： 佐々木靖弘 【MEGASOFT】
Sales Director ： 寺本雅彦 【MEGASOFT】

Assistant Director ： 奥　秀之， 櫻井祥史 【MEGASOFT】

Development Manager ： 平井孝幸 【TIS】
Development Leader ： 鈴木善幸 【TIS】

Programmers ： 佐々木靖弘， 上村寛， 王金秀 【MEGASOFT】
中川純子， 村中俊明 【TIS】

Madori Adviser ： 小池康壽 【KASOUKEN】

Contents Designers ： 花村美有紀， 中島祥重， 平野貴之， 文屋誠 【MEGASOFT】
北口知美， 薮原美紀， 中谷幸一
田中龍志　坂本吉弘 【NITECO ZUKEN】， 桧垣恵子 【P-i-Ce】
平井孝幸　髭貴昭 【TIS】

Overseas Production Company Phạm Minh Hải,  Nguyễn Trí Dũng,  Nguyễn Hồng An,  Vũ Thị Thơ 【FPT Software】
Hoàng Quốc Khánh,  Lê Ngọc Duyên,  Khổng Minh Phương 【FPT Arena】

Meister 横手　博，野内　健，井上信也

Tester ： 中村満明， 岡村　学， 平井佳世， 三沢希三子

User Interface Design ： 平井清隆 【MEGASOFT】

Manual Director ： 奥　秀之 【MEGASOFT】
User's Manual Writer 庄司美智子 【SHIJISHIN DESIGN OFFICE】

User's Manual Design ： 坂本　眞 【WORLD WORD】
Reference Manual Writer ： 櫻井祥史 【MEGASOFT】

：
Web Designer ： 藤井久美 【MEGASOFT】

Sales Manager ： 吾妻恭臣 【MEGASOFT】

Internet ＆ Database System ： 南出成崇， 森田　勇 【MEGASOFT】

Datacenter Director ： 高尾英樹 【MEGASOFT】
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●	libpng 1.0.2 Copyright©1995, 1996 Guy Eric Schalnat, Group 42, Inc.
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